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I．学術交流にあたって 

１．学科長のことば 

信州大学医学部保健学科長 金井 誠 

                 

 信州大学医学部保健学科では、国際交流委員会が中心となって、学術・教育面での国際交流推

進に向けて取り組んでおり、本年度は２つの短期夏季海外留学プログラムを実施しました。

Australia Curtin University 夏期海外単位認定プログラムには看護学専攻 8 名、理学療法学専

攻 8名、作業療法学専攻 2名の計 18 名の学生が、Singapore General Hospital PTE LTD (Sing 

Health) 保健医療スタ ディプログラムには看護学専攻 7名、検査技術科学専攻 3 名、理学療法学

専攻 4名、作業療法学専攻 3名の計 17 名の学生が、総計で 32 名の学生(内 3名は両プログラムに

参加)が短期海外留学を経験いたしました。本来ですと、Nepal 保健医療スタディプログラムも実

施予定でしたが、本年 4 月に発生したネパール大地震の影響で、実施を断念せざるをえなくなっ

たことが残念でした。しかしながらNepalへの参加予定者はSingaporeへの留学に予定を変更し、

両プログラムには多数の学生が参加してくださったことを嬉しく感じております。また参加者の

帰国後のアンケートをみますと、参加者の殆どが、多くの刺激を受けて充実した短期留学を終え

たことが窺えます。この体験で得た感性や知識が今後の学生生活、社会人生活に有意義に働くよ

う期待しています。また本年度も海外より教員をお招きし、オープンミーティング等の開催を計

画しています。本プログラム参加者だけでなく、大学院生を含めた多くの学生に参加していただ

き、交流を深めていただきたいと思います。 

 本プログラムの運営には、カーティン大学をはじめとする留学先との事前交渉、プログラムの

作成、学生へのプログラムの紹介、航空券の確保と準備、支援金の確保、渡航中の学生の安全確

保等のために多くの教職員が関わっています。また帯同教員不在中は学部の秋期に向けての準備

時期にあたるため、在松の教職員の協力が不可欠です。関係した教職員の方々にこの場をお借り

し感謝いたします。 

 また本年度も参加学生に対しては、日本学生支援機構の海外留学支援制度（短期派遣）の採択

を受けての援助をいただくとともに、本学からも｢知の森基金を活用したグローバル人材育成の為

の学生への短期海外活動支援｣、｢信州大学知の森未来プロジェクト｣より、参加学生および本プロ

ジェクトに帯同する教員の渡航費用の一部等にご援助をいただきました。加えて同窓会の基金か

らもご援助いただきました。ご配慮くださいました信州大学本部役員の皆様ならびに信州大学医

学部保健学科同窓会の皆様に厚く御礼申し上げます。 



２ 

２．夏季海外研修プログラムを同窓会は支援し続けます！ 

 

 

保健学科同窓会長 川上由行(信州大学名誉教授･医学部特任教授) 

 

 平成 27 年度の夏季海外研修プログラムは、例年と比較して参加学生数がやや少なめでしが、

総ての行程を滞りなく終了し、参加学生と引率教員の全員が元気で帰国しました。 

本年度のプログラムは、これまでと少し異なり、西オーストラリア州パースにあるカーティ

ン大学における 2 週間の研修プログラム（8 月 8 日～22 日）と、引き続き、シンガポールの

シンガポール総合病院に於ける１週間の研修プログラム（8月 22 日～28 日）を実施し、多く

の学生が両方のプログラムへ参加しました。 

 カーティン大学での 2 週間は、ホームステイで生活体験をする中で、ホストファミリーを

介してのオーストラリアの文化にも大いに触れる機会があったことでしょう。また、オース

トラリアに於ける看護、検査、理学、作業の夫々の医療専門教育をカーティン大学の学生と

共に受講する中で、相互間の英語によるコミュニケーションの大切さを肌で感じたことと思

います。パース市内の各種病院、医療機関に加えて、シンガポールでの 1週間は、Singapore 

General Hospital や Bright Vision Hospital などの各種医療機関の見学・研修等を介して、

専門職の現任教育の医療水準を肌で感じ取ったことと思います。 

多国籍国民が多いオーストラリアやシンガポールでの日々を体感し、国際的感覚を培う契機

ともなるなど、また日本を離れての生活から、自律性の重要性を確認する機械になるなど、

大きな収穫があったと思います。 

日本の外へ出て、異文化交流を体験するなどの、参加学生が過ごされた貴重な日々を蔭で

支えた引率教員各位、そして、その円滑運営に労を惜しむことなく支援された保健学科教職

員各位には心からの敬意を表します。本当にお疲れ様でした。 

 本プロジェクトは発足以来、着実に成果を上げて来ているのを実感させていただいており

ます。今後は更に緊密な連携の中で、カーティン大学との学術交流や大学院生相互間の交流

等へと進展していくことを念じております。また、シンガポールでの医療機関等との友好的

な関係を深めながら、この夏季海外研修プログラムがより一層の輝きを放っていくことを祈

念しております。保健学科同窓会は、そんな「夏季海外研修プログラム」をこれからも支援

していきます。 

 

 

 

 

 

 

 



３ 

Ⅱ. 学術交流の概要 

 

１．学術交流協定および学生の交流に関する覚書締結の経緯とカーティン大学交流実績 

 

1)  1992 年 8 月、イギリス、ロンドンで開催された第１１回世界理学療法連盟学術集会に出席

した信州大学医療技術短期大学部藤原孝之教授（現 郡山健康科学専門学校/東都国際ビジネ

ス専門学校 理事・学校長）と、カーティン大学健康科学部ジョン・コール教授との間で教

育・研究に関する情報交換が始まった。 

2)  1997 年 3 月、藤原孝之教授、楊箸隆哉教授（当時）およびゴウ・アー・チェン助手（現准

教授）の 3名が、カーティン工科大学副学長宛の本学学長親書を携え、健康科学部の遠隔地

教育システムに関する資料収集、共同研究課題の打ち合わせを目的としてカーティン工科大

学を訪問した。カーティン工科大学学長、健康科学部長、看護学科、医学検査学科、理学療

法学科、作業療法学科等のスタッフとの会談の折り、両大学間の、より積極的な学術交流が

話題となり、教員、学生交流の早期実現に向け検討することで合意した。 

3)  1998 年７月−8 月、藤原孝之教授が文部省在外研究員派遣でカーティン工科大学健康科学部

理学療法学科客員教授として滞在した折り、カーティン工科大学健康科学部スタッフミーテ

ィングに出席し、当該大学の多くの教官より大学間交流に関する質問を受け、同大学が信州

大学との大学間学術交流に興味を示していることがわかった。 

4)  1999 年 3 月、本学藤原孝之、楊箸隆哉両教授がオーストラリアに出張した際、副学長ジョ

ン・ミルトン−スミス教授、健康科学部長チャールズ・ワトソン教授、看護学科主任教授マ

イケル・ヘイゼルトン、理学療法学科主任教授ジョン・コール、国際教育課程担当パメラ・

ロバーツ女史等と両大学間の学術交流推進を話題に会談した。両大学の資料を交換し検討し

た結果、単一学部間に留まらず、広い学際領域での学術交流を目指すことを目標にすること

で合意した。その際、カーティン工科大学副学長から大学間協定に関する雛形文書を預かっ

た。 

5)  1999 年 4 月、学術交流協定を締結した。 

6)  1999 年 5 月、横浜で開催された第 13 回世界理学療法連盟学術集会に特別講演演者として来

日したジョン・コール教授が、信州大学を表敬訪問し特別講義を行った。 

7)  2000 年 8 月、学術交流協定に基づく学生の交流に関する協定書を締結。同 9 月、宮坂敏夫

教授（短期大学部長）以下教官、学生 20 名がカーティン工科大学を表敬訪問し、各学局の

国際交流担当者と短期留学の可能性を協議した。帰国後、部長のもとに 5名からなるチーム

を置き、プログラムの実施計画を作成した。 

8)  2001 年 8 月、信州大学医療技術短期大学部学生 32 名がカーティン工科大学にて第 1回夏季

留学・単位認定プログラムに参加した。 

9)  2002 年（第 2回）は 27 名、2003 年（第 3回）は 24 名、2004 年（第 4回）は 20 名、2005

年（第 5 回）は 29 名、 2006 年（第 6回）は 28 名、2007 年（第 7 回）は 15 名および信大

附属病院看護師 2名、2008 年（第 8 回）は 31 名（内大学院生 2名）、2010 年（第 9回）は

19 名、 2011 年（第 10 回 17 名）2012 年（第 12 回）22 名、2013 年（13 回）21 名、2014 年

（14 回）17 名、2015（15 回）18 名が夏期海外研修プログラムに参加した。 



４ 

10) カーティン教員招聘：2007 年 1～2 月、国際教育課程ディレクター パメラ・ロバーツ、2010

年 1 月、Nursing school 講師アラン・トルク。2013 年１月、Biomedical Sciences 学部 

Dr マーティン。 

 

２．学術交流協定および教員と学生の交流に関する協定書の更新 

 

1999年4月に締結された学術交流協定および2000年8月に締結された学術交流協定に基づく

学生の交流に関する協定書は、2004 年 4 月に信州大学とカーティン工科大学の間で、「学術交

流協定」および「学術交流協定に基づく教員と学生の交流に関する協定書」として更新され、

2009 年には信州大学国際交流センターを窓口とした大学間協定となり、夏期研修プログラムと

カーティン教員招へいが医学部保健学科とカーティン大学英語センター（Curtin English 

Language Center, CELC）・健康科学部により企画・実施され、両校の交流は一層親密に深め

られることになった。また、本協定に基づき、信州大学はカーティン大学から短期留学生（学

部）を受け入れている。 

  

教員と学生の交流に関する協定書（2015.4 Curtin University of Technology） 

 

３．シンガポールおよびネパール短期留学プログラムの発足と国際交流委員会へ名称変更 

 

2014 年には、シンガポールおよびネパールの夏期海外研修保健医療スタディツアーのプログ

ラムが加わった。これに伴い、2014 年 4 月より委員会名が、カーティンプログラム実施委員会

から保健学科国際交流委員会に名称変更された。 

 シンガポール保健医療スタディツアーは、理学療法専攻（応用理学療法学）の Goh Ah Cheng 

准教授が Singapore General Hospital：SGH での講義や活動を継続していたことから交流が  

あり、学生の研修を含めて協定を結んだ。2014 年（1回）7名、2015 年（2回）17 名が夏期海

外研修プログラムに参加した。 



５ 

ネパール保健医療スタディツアーは、看護学専攻広域看護学領域の奥野教授（公衆衛生看護）

がかねてより現地の NPO 活動を支援してきたこと、学生からの渡航訪問希望が継続していたこ

とから、プログラムが発足した。2014 年（1回）5名が夏期海外研修プログラムに参加した。

2015 年 4 月 25 日のカトマンズ付近を震源とするネパール地震の発生をうけ、予定されていた

2015 年のプログラムは中止とした。 

 

学生の交流に関する協定書（2013.Singapore Health Services PTE Ltd.） 
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Ⅲ．信州大学医学部保健学科の国際交流プログラム概要 

 

１．プログラムによる育成人材像および達成目標 

 

1.他国の人々と協同して活動ができるように英語コミュニケーション力を高め、 国際社会に貢献

できる人材を育成する。 

2.英語による学習から、異文化交流の意義と魅力を体感する。 

3.異文化での学習・生活体験を通じて、国際的視点から医療従事者としての態度を涵養する。 

4.卒前・卒後教育、臨床の機会を自ら国外にも求め、国際的に活躍できる医療従事者を育成する。

5.海外への大学院留学や日本に留学した学生などと、英語を用いて共同研究ができる人材を育成す

る。 

  

２．国際交流プログラムの全体 

 

 1. 大学間学術交流協定に基づくオーストラリア・カーティン大学（Curtin University)夏期海外

単位認定プログラム 

カーティン大学や医療機関での学習および現地ホームステイを中心とする体験プログラム 

2. 信州大学―ネパール連邦民主共和国夏期海外研修保健医療スタディツアープログラム 

ネパール、カトマンズ他の地域において NPO 活動と現地住民との関わりを中心とする体験プロ 

グラム 

3. 信州大学―シンガポール共和国夏期海外研修保健医療スタディツアープログラム 

シンガポールの主に医療機関でのレクチャーおよび見学を中心とする体験プログラム 
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Ⅳ．信州大学-Curtin University 

大学間学術交流協定に基づく夏期海外単位認定プログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

信 州 大 学 － Curtin 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Perth 



９ 

１. カ−ティン大学の概要 

 

１．設立 

1) 1967 年：The Western Australian Institute of Technology (WAIT) として創設。 

2) 1987 年：Curtin University of Technology（カーティン工科大学）となる。 

3) 2010 年：Curtin University（カーティン大学）となる。 

＊カーティン工科大学の名称は、オーストラリア首相を歴任したジョン・カーティン創設者に

由来する。パースは日本でも古くから遠洋漁業の基地として知られている。広大なキャンパ

スを有機的に機能させるため、学内に国際教育担当部門を独立させ、情報ネットワークを整

備し、国内外の教育研究機関と遠隔地教育・研究を推進している。1996 年から、シンガポー

ル、マレーシア、インドネシア、香港等の教育機関とインターネットを利用した学位取得課

程を展開し、実績を上げている。大学院教育では、卓越した教育プログラムが評価され、非

英語圏のみならずアメリカ、カナダ、ヨーロッパの留学生も相当数在学している。 

 

２．位置 

1) 西オーストラリア州 

2) メインキャンパスはパース（Perth：西オーストラリア州の州都。人口約 120 万）の郊外ベ

ントレー（Bentley：中心部より 10 キロ南東へ位置、海岸まで車で 20 分）に立地し、他に

Perth 中心部の大学院キャンパスとその他のキャンパス（海外を含む）を有する

（Kalgoorlie，Margaret River, Northam, Perth, Shenton Park, Sydney; Malaysia, 

Singapore）． 

 

 

 

 

３．学部等 

1) 学部：経営学部、健康科学部、人文学部、理工学部、先住民研究 

2) 大学院：経営学、健康科学、人文科学、理工学 

 

４．学生数（2011 年）および 

                 教職員数（2011 年） 

 

1) 学生数： 63,321 人 

うち，通信教育課程 16,326 人 

現地留学生： 10,365 人 

在外留学生：  9,147 人 

 （オーストラリア外キャンパス， 

センター在籍） 

 

2) 教員数：  1,533 人 

 

3) 職員数：  1,863 人 

 

 

Address：Kent Street，Bentley，WA6102, Perth, Western Australia 
     ℡ ：08-9266-9266，HP-address： http://www.curtin.edu.au/ 

1.5km 

2.5km 
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２．平成 27 年度夏期海外単位認定プログラム 

 

1. はじめに 

信州大学-カーティン大学間学術交流協定にもとづき、平成 27 年度夏期海外単位認定プログ

ラムが平成 27 年 8 月 8日から 8月 22 日の約 2週間にわたり、カーティン大学およびパース市

内外の関連施設・病院で実施された。本年のプログラムには 18 名の信州大学医学部保健学科

学生が参加した。 

カーティン大学での単位認定プログラムの実施にあたり、5月から 7 月にかけて、単位認定

プログラム全般のオリエンテーション、研修内容の説明、研修関係資料の配布と事前学習の  

説明が 7 回行われた。 

 

2. 夏期海外単位認定プログラム 

1) 目的：他大学・文化での学習・生活体験を通じ、国際的視点から医療従事者としての態度

を涵養する。 

2) 本学における単位認定：国際医療協力論の単位として認定する。単位認定には、信州大学、

カーティン大学における全てのプログラムに参加することとし、研修レポートの提出が 

必須である。 

 

3．研修期間 

平成 27 年 8 月 8日（金）〜8月 22 日（土）、15 日間 

 

4．研修場所 

1) 研修キャンパス； カーティン大学ベントレーキャンパス 

2) 見学施設 

看護学専攻 

Regent’s Garden Aged Care Facility, Perth 

King Edward Memorial Hospital, Perth 

 

 理学療法学専攻・作業療法学専攻 

Life Care Physiotherapy Clinic,Wembley  

Fiona Stanlay Hospital Rehabilitation Center 
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 5. 研修プログラムの内容 (Curtin University) 

 

第 1 週；Orientation & English Class/Hospital Communication for Health Professional  

 オリエンテーション 

 英語および医療英会話の授業 

 キャンパスツアー、看護・理学療法・作業療法の各学科訪問見学 

 保健医療領域の合同授業 

 現地で日本語を学ぶ学生との交流 
 遠足（スワン・バレー） 

 施設見学（全専攻共通）：The Niche (Independent Living Centre), Nedlands 

第 2週; Combined Lectures/ Tutorial, Practice, Clinical Visits & Graduation Ceremony 

・専攻別専門領域の授業 

・アボリジニの文化とライフスタイルについての授業 

・現地で日本語を学ぶ学生との交流 

・施設見学 

① Regents Garden Aged Care Facility, Aubin Grove 

② King Edward Memorial Hospital, Subiaco 

③ Lifecare Physiotherapy Clinic, Wembley 

④ Fiona Stanley Hospital, Murdoch 

・修了式 

 

 

6. 参加人数 

看護学   ：    8 名（1年生 2 名、2年生 3名、3年生 3名） 

理学療法学  ：    8 名（2年生 8 名） 

作業療法学  ：    2 名（2年生 2 名）  

                                                     

      合計             18 名 

    

7. 担当教員 

引率：石田文宏 教授、山崎浩司 准教授 

国内・学内サポート：国際交流委員会（奥野、大平、相良、埴原、川舩(学務第二)） 

 

8. 研修費用 

1)研修費用 【内訳】  

・往復航空運賃*    151,830 円 

・国内移動費 約 14,000 円 

・その他  

 保険料   5,950 円 

・特別プログラム授業料等  179,600 円 

英語クラス、保健学共通講義、専門別（看護、理学療法・作業療法）講義・実習、施

設見学（含む移動費用、指導支援費用）、緊急事故支援システム料、滞在費（2 週間

（ホームステイ、食事込）） 

         計 351,800 円 



１３ 

 

*往復航空運賃は個人購入を行ったため、平均値を示した。 

現地プログラム担当教員 2名分の航空運賃、宿泊費は 27 年度信州大学知の森未来プロジェクト 

戦略的経費と保健学科同窓会寄付金等から計上された。 

 

2)研修支援 

平成 27 年度夏期海外単位認定研修は、独立行政法人日本学生支援機構（JASSO）の平成 27 年

度海外留学支援制度（短期派遣）に応募、採択された。参加学生 18 名のうち、審査基準に則

り 18 名全員に 7万円の奨学金が支給された。 

 

9．リスク管理体制 

2011 年 2 月のニュージーランド地震時の日本人留学生被災等を踏まえ、平成 23 年度からは、

信州大学が正会員となっている特定非営利活動法人海外留学生安全対策協議会（The Japanese 

Council for the Safety of Overseas Studies; JCSOS）の緊急事故支援システムに加入し、

研修中の不慮の事故に対するリスク管理体制を強化した。本年度も当支援システムに継続して

加入のうえ、プログラムを実施した。加えて、学生・教員全員が同じ旅行保険に加入した。 

 

10. 研修日程 

研修期間：平成 27 年 8 月 8 日（土）～8 月 22 日（土）の約 2 週間  

詳細は「3.研修プログラムの詳細」参照。 

 

出発 8 月 7 日（金）  

20：15 頃 羽田空港着 国際線ターミナル A カウンター集合  

22：55 羽田発 シンガポール航空 SQ635 便 

 8 月 8 日（土）  

05：00 シンガポール着  

07：45 シンガポール発 シンガポール航空 SQ213 便  

12：50 パース国際空港着 各自入国審査、検疫を済ませる  

14：00 頃 バスでカーティン大学へ移動  

14：30 頃 カーティン大学でオリエンテーション  

15：00～16:00 ホストファミリーと一緒にホームステイ先に移動  

 

帰国 8 月 22 日（土）（ 8 月 21 日（金） キャンパスでオンライン・チェックイン）  

10：15 カーティン大学（Taxi Stand 3）に集合  

10：45 パース国際空港（大学からチャーターバスで移動）  

14：05 パース発 シンガポール航空 SQ226 便 

19：30 シンガポール着 (シンガポール・プログラム参加者:山崎先生と合流) 

22：35 シンガポール発 シンガポール航空 SQ636 便  

8 月 23 日（日）  

06：35 成田着  

入国検査、検疫など終了後、解散 
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３. 研修プログラムの詳細 
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４. 学生アンケート（N＝20） 

 

1．出発前の準備 

 

①費用の捻出 

 N 

家族が全額負担 6 

自己資金のみ 4 

自己資金と家族の支援 6 

その他 2 

 

② 渡豪前の自己学習 

 N 

自己学習した 14 

何もしなかった 6 

 

③プログラムの発表時期 

（4月の新入生・在校生オリエンテーション） 

 N 

適切 16 

不適切 1 

 

 

 

 

 

 

 

 

④参加申し込み締め切り期限 

 N 

適切 15 

不適切 3 

 

⑤オリエンテーション時期・回数 

 N 

適切 17 

不適切 1 

 

⑥オリエンテーション内容 

 N 

適切 17 

不適切 1 

 

一部無回答を含む 

 

 

【参加動機】 

・もともと留学に興味があり、保健学科にこのプログラムがあってちょうど良いと思い、参加を決

めた。また、ホームステイは学生のうちしかできないと思い、経験したいと思った。 

・ホームステイを経験してみたかったことと、外国の大学で学んでみたかったこと。 

・国際医療に興味があり、このプログラムに参加して国際医療を学び、異文化体験をすることで自

分の視野を広げたいと思った。 

・日本の理学療法に比べて、歴史の長いオーストラリアでの教育や、施設に興味があったのと同時

に、海外での理学療法士の姿を見てみたかった。 

・今まで海外に行ったことがなかったので、この研修プログラムを利用して、海外に行き、広い視

野を持ちたいと思ったから。語学力を向上させたいと思った。 

・元から海外に興味があり、入学前からカーティン大学の留学のことが気になっていた。知らない

ことを知っていくことが好きなので申し込ませていただいた。 

・海外へと行き、英語でほかの人と会話がしてみたかったことが昔からあって、病院なども見られ

て、ホームステイ出来ることはいい機会であると感じた。 

・海外の医療や文化に興味があったのと、初海外だったためある程度プログラム日程やオリエンテ

ーションなどでやり方を教えてもらえるほうが安全だと思った。 

・海外の医療の様子を見てみたかった。語学の勉強。 
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・オーストラリアのＰＴに興味があったし、ホームステイしてみたかったから 

・海外で働くことを考えているから。 

・海外の医療に興味があったため。また、ホームステイなどは今しかできないことだと思い、英語

力向上のためにも経験してみたかったから 

・中高で、海外語学研修があり、とても価値観が変わり積極的になれる良い経験となりました。今

回、医療に特化したプログラムということで、興味を持った今から行動を起こすべきだと１年生

ではありますが参加しました。 

・国際医療協力論の授業などで海外の医療について座学として勉強してきたが、やはり実際に見て

勉強したいと考えたから。又、初めての南半球へのトリップであり、オーストラリアには特有の

生き物がたくさんいると聞いていたので、その生き物たちを見たかったから。同時に南十字星も

見たいと考えていた。 

・海外の理学療法の現状を知りたかったから。また、英語を使って多文化に触れたかったから。 

・海外の理学療法がどのようなものであるかを見たかったのと英語技術を向上させたかったから。 

・純粋に楽しそうだなと興味を持ったため。また、留学という大きな経験をしたかったため。 

・海外の医療に興味があったから。 

 

【事前学習した内容】 

・オーストラリアの概要や医療について調べた。 

・英語（×2） 

・英会話の練習。 

・英会話や英語に慣れるため、英語の動画を見た。英語の勉強を少しした。 

・英会話の勉強として外国語サロンに数回参加した。 

・オーストラリアの文化や英語の簡単な会話。 

・英語リスニング。 

・TOEFL の勉強と、前期にやった医療単語の復習をしました。 

・リスニング・オーストラリア（パース）で有名なもの。 

・英語の勉強をしました。 

・英語、筋の起始停止。 

・英単語、カーティン大学について。 

・現地の医療についてと簡単な英会話 

 

【事前学習が必要と感じた内容】 

・オーストラリアの福祉について。 

・医療英語。 

・英語の勉強。 

・医療英語や、日常会話をもう少し勉強しておけば良かった。 

・専門用語の英単語 

・英単語や日常的な会話についての学習。 

 

【プログラムの発表時期】 

・3週間。 

 

【参加申し込み締め切りのコメント】 

・5月。少し早すぎると思った。 
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・もう少し後でもいいと思った。行きたかったけど申し込みに間に合わなかった人がいた。 

・もう少し、時間帯など色んな人がガイダンスに参加できる環境を設けたうえで、参加申し込みを

募るべきだと思います。 

  

【オリエンテーション時期のコメント】 

 

2．ホームステイについて 

  
非常に 

不満 
やや不満 

どちらとも

いえない 
やや満足 

非常に

満足 

①費用について  １ 7 5 5 

②交通の便について   5 4 9 

③食事について  2    6 10 

④ホストファミリーにつ

いて 
 2   5 11 

⑤全体の満足度  １ 1 6 10 

 

（１）よかったこと 

・オーストラリアの家庭での生活について学ぶことができたこと。会話が英語なので、英会話につ

いての勉強になり、英語力の向上につながったと思う。 

・オーストラリアの生活味わうことができた。とくに食事。また英語だけの生活ができたのが良か

った。 

・自分と違う文化の人たちと暮らすことで、自分の視野を広げることができたと思う。 

・家族の中に加わることで、自然と英語での会話を耳に入れるため、英語になれることが出来てよ

かった。さらに、食事や買い物、生活を通して、文化の違いをじかに感じることが出来て、面白

かった。 

・オーストラリアの生活を知ることができた。ネイティブの英語に触れることができた。 

・日本とは違い、オーストラリアでは宗教が生活に与える影響が大きいということを知った。その

ため、ヘンダーソンの 14 項目の中に宗教が入る意味が分かった。また、家族どうしの仲がとても

よく、スキンシップをしていたり食事の感想を言ったりしていて、家族の大切さを改めて感じた。 

・外国の本当の食文化や生活習慣などはホームステイでなければ体験できないことであり、非常に

良かったことであると感じている。 

・英語をいやでも話さなくてはいけない状況にいることで英語を話す力が上がる。 

・ほかにも留学生がいたため、ほかの国の文化を知ることができた。 

・オーストラリアの文化を肌で体験することができる。 

・ご飯作ってくれたため、慣れない生活でも健康が保たれた。 

・言葉が通じることの便利さを感じたと同時に、言葉が通じなくても気持ち次第で良い関係が作れ

るということが分かりました。 

・特に英語で自分の気持ちを的確に表すことはとても難しかったです。 

・今回ホームステイで文化が違うというのはこういうことなのかということを感じられたし、英語

を話せるということの重要性を感じた。また、かといって黙っているのではなくかたことながら

でもコミュニケーションをとろうとすることは大切なことであると感じた。 

・オーストラリアでの人々の生活のスタイルや文化がわかった。 

・言語面における向上がはかれた。 
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・人とのつながりをつくることができた。 

・コミュニケーションをとることや、英語の聞き取りが上達したこと。また、海外の方の暮らしや

文化を一緒に暮らすことで体感できたこと。 

・以前ホームステイした所とはまた違った待遇を受けたので、違った外国の人を知る、良い勉強に

なった。性格がなかなか合わず、患者でそういった方がいたときどうするか、など自分に課して

関われた。発音をたまに指摘してくれたので、ただしい発音ができるようになってきた。なんで

も気になったら、調べてでも聞こうと決めたので、知らない英語を知る機会となった。 

・わたしにとって初めてのホームステイだった。ホームステイ調査用紙に「パンよりも米の方が好

きだ」と書いたということもあり、日本人のホストマザーがいるところになった。まず、ホスト

ファミリーが大変親切で、私の拙い英語での話にしっかり耳を傾けてくれ、2週間しかいないの

だからと言って、いろいろなところへ週末に連れて行ってくれたこと。 

・オーストラリアの一般家庭における文化（食事など）を体験できたし、2週間の滞在だけでは気

づけないようなオーストラリアと日本の違いをホストマザーから教えてもらうことができたこと。 

・英語を使うことは思った以上に難しくて自分の思ったことを伝えるのは大変でした。しかし、ホ

ストファミリーは一生懸命話を聞いてくれてとてもうれしかったです。 

・日常での会話がすべて英語で英語に触れる機会が増えたことと、海外の家庭を体験できたこと。 

・英語でコミュニケーションをとることの楽しさを実感できた。異文化交流ができた。 

・異文化の人と英語で生活することができ日本との違いを学べた。 

 

（２）困ったこと 

・特にありません。（×３）  

・自分の言いたいことをうまく言えないことがあったがジェスチャーを交えたりしてがんばった。 

・英語が十分に話せなかったため、思うようにコミュニケーションをとることができなかった。 

・私以外に同年代くらいの男子留学生が三人いることを前もって知りたかった。 

・食事を別々の席で食べるときがあり、自分はどこに座って食べればいいかわからない時があった。

また、聖書について夜遅くまで教えてくれた時。 

・家族が喧嘩をしていて、何に対して怒っているのかもわからないことがあって、困ったが、日本

の家でも喧嘩はあることであるのでしょうがないと感じる。 

・毎日のお風呂がシャワー5分であるため、とても急がなくてはいけない。 

・日本でいう、行ってきます、行ってらっしゃい、ただいま、おかえりなさいをどうすればいいの

かが分からなかった。 

・英語が聞き取れない、うまく伝えられない、会話に参加することが難しい 

・一番初めの土日で上手に意志を伝えられなかった。 

・昼食を作らなければいけないことを知らなかったこと。よって、最初の数日は昼食を当然のよう

に CAFÉ で買っていた。上記にも書いたが、ホストマザーの仕事の時間帯と私が家にいる時間がか

なりかぶっていたこと。 

・日本的な生活であった（例えば、お米を食べるや靴を脱いで家に入る）ので、あまり困ったこと

はなかった。しかし、ホストファザーに会えたのは最後の 2日間だけであった。そのため、オー

ジーの詳しい文化については少ししか聞くことができなかった。 

・ホストファミリーは忙しくて家にいることが少なかったので寂しかったです。また、ご飯が合わ

なくて困りました。 

・日本語が通じないので英語の解釈が間違っていたら、誤解したままでいてしまうこと。 

・お菓子やデザートの量が多かった。 

・自分の英語力不足で言いたいことが言えなかった。 
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（３）ホームステイに関する要望 

・特にありません （×３）  

・事前に聞いていた情報と異なったこと。それで困ったことはなかったが、正しい情報がほしかっ

た。 

・もう少しどこかに連れて行ってほしかったのと、ホストマザーの仕事が忙しく帰りが遅いことな

どがあった。 

・とても親切なホストファミリーだったので、大きな音大はなかったが、もう少し、ホストファミ

リーと過ごす時間が長いとよかった。 

・休日は、教会以外に連れて行ってもらいたかった。 

・ホームステイに対するしては、非常に満足しているため、特になし。 

・ホームステイ先の変更が直前で起こるととても焦るのでできるだけ早めに決定してくれると助か

ります。それでも、現地でホームステイに対する相談もできてよかったと思います。 

・本物の家族のように扱ってくれること。 

・ホームステイをするからには、きちんと時間を取れる余裕を持ったうえで引き受けてほしい。 

・できることなら、ホームステイ中にどこかへ行ってほしくない。私たちが滞在する期間には限り

があるので、その期間中だけでも家族全員で私たちを迎えてくれるとうれしい。 

・もう少し、ホストファミリーと過ごす時間をとりたかったです。 

・各ホームステイ先で問題が発生した際に迅速に対応できるようにしてもらいたい。 

 

（４）全体としての満足度がやや不満だったその具体的内容 

・朝と夕方以降のホストマザーの仕事によって、独りで家にいることが多かった。夜ご飯は基本、

ホストマザーが仕事に行く５時くらいにスープを飲み１０時過ぎにご飯といった感じだった。飲

み物などは自由にさせてくれたが、全体的にごはんが遅く、その後シャワーを浴び、あまり話す

時間もなくホストマザーは就寝している、ということも何日かあった。仕事がない日は（１週目

が割とそうだった）散歩に行ったり、買い物したり、一緒に TV 番組を見たので、ホストファミリ

ーとなるならもう少し改善してほしい。また、たまに帰ってくる娘夫婦に気を使い部屋に戻るこ

とが多かった。仲が良いのは良いが、居づらい空気はやめてほしい。 

 

3．研修コースについて 

（１）英語および医療英語の授業について 

      
非常に

不満 

やや 

不満 

どちらとも

いえない 

やや

満足

非常に 

満足 
無回答

①英語の授業を設けたことについて   2 4 7 4 1 

②始業時間、授業の時間について   3 2 9 3 1 

③授業の内容について 1 4 3 8 1 1 

④授業のレベルについて 1 3 5 7 1 1 

⑤全体としての満足度   5   8 4 1 

 

 

＊全体としての満足度がやや不満または非常に不満だったその内容 

・英語クラスの内容が、医療英語ではなく、中学レベルの内容だったのでつまらなかった。資料に

医療英語の授業だと書いてあったので期待していたが、そのような内容の英語クラスは展開され
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なかった。 

・授業の時間も少なく、医療英語の授業は全くなかった。先生も日本人で日本語で話すこともあっ

た。また授業のレベルも中学英語レベルであった。 

・あまり本格的な英語の授業がなかった。英語の授業というよりもほとんどがインフォメーション

であったため、もっと医療英語や、日常生活で役立つ英会話などの授業があるとよかった。 

・授業として時間が設けてあるものの、内容として決まっていなかったプログラムの補足説明が主

であった授業があったのがもったいないと感じました。授業時間も短いと思ったので、もっと長

くやってもいいと思いました。 

・プログラムとしてもっと授業を受けてみたかったし、もっと施設見学に行きたかった。 

・各プログラムの時間割をもっと効率よく作ってほしかった。(例えば１個授業があって、３時間

後にもう１回授業とかはできればなくしてほしかった。１１時からとかよりも９時からで早めに

終わってほしかった。) 

・医療英語を全くといっていいほど、やらなかった。やった英語も、中学初級レベルといった感じ

で、大学において、将来において役立つ内容ではなかった。 

 

（２）英語以外の授業について 

   
非常に  

不満 
やや不満 

どちらとも

いえない 
やや満足 

非常に  

満足 

①始業時間、授業の時間について   3 3 10 2 

②授業の内容について     1 13 4 

③授業のレベルについて     4 12 2 

④全体としての満足度     1 13 4 

 

・やや不満や非常に不満というわけでないが、授業時間・教室の変更を私たち留学生にもしっかり

伝えてほしかった。 

 

（３）施設等の見学（体験含む）について 

   
非常に  

不満 
やや不満 

どちらとも

いえない 
やや満足 

非常に  

満足 

①見学の時間について     1 11 6 

②見学の内容について       8 10 

③見学説明のレベルについて     1 8 9 

④見学施設について    1   7 10 

⑤全体としての満足度       6 12 

      

(４）印象に残った見学先 

King Edward Memorial Hospital 

・施設内を説明を聞きながら回れてよかった。 

・とても大きく見たことのないような施設もあり、興味深かった。   

・日本にはないような物品や施設が整っていてすごいと思った。 

・母性・産婦人科などに興味があること、難産だったこともあり、医療設備の広さから、14歳で出

産に来る妊婦の多さや、水中出産などの知らないことも学べて、衝撃的だったから。 

・ここは西オーストラリア州で最大の産婦人科・小児科を扱っている病院である。私は将来助産師
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になりたいと考えており、たいへん良い刺激を受けたからである。低体重児や奇形で生まれてき

たこどもたちが、どのようにして現在健全に過ごせているかの報告と両親の感謝の気持ちが掲示

されていた。出産のときに、産婦人科医と助産師が 2つ以上の命を預かるということを実感する

とともに、夢への気持ちが一層強まった。 

 

Students health and Wellness Clinic 

・学校内にある学生の実習の一環でもあるクリニックで、通常より診療時間が長く取って学生がし

っかりと考えながら、患者さんと向き合っていく環境が整っていると思います。さらに、理学療

法の学生は無料で受診でき、それによって学ぶ機会を増やそうとしていることに魅力を感じまし

た。部活等で体を痛める学生も多いと思うので、信州大学も健康安全センター内にリハビリ部門

を設けてもいいのではないかと思いました。 

・大学内にあり、学生と患者が関わりを持てる有益な施設であったから。 

 

カーティン大学の看護の施設 

・信州大学とどこが違うのか比較しやすかったから。カーティン大学の看護の実習室は、本物の病

室のようなつくりになっていて感動した。 

 

Aged Care Facility: 

・一番印象に残った。日本ではこのような施設を見たことがないという理由もあるが利用者の思い

を一番に考えるという施設の方針が印象的であったため。（糖尿病の患者にも甘いものを食べる

ことを許可し、薬で調節しているなど） 

・日本では見たことのないような高級な施設で、そこで最期の時を過ごすことが出来たら幸せだと

感じたため。 

 

Niche 

・大規模な自助具（キッチン全体の改造）やコミュニケーションエイドを実際に体験することがで

きて楽しかった。 

 

Physio-clinic 

・開業権を持っているからこその留意点や権威のある先生の physio に関する意見や考え方をきく

ことができて、自分にとって最も心に響いたから。  

・日本にはない、PT が開業・経営している施設であるため 

・Pのスポーツクリニックは質問する時間をたくさん設けてくださって丁寧に答えていただけて良

かったです。そしてトレーニング機器の方法も教えてくださって興味深かったです。 

・カーティンプログラムで個人クリニックの見学先で、日本ではない開業 PT の現場をみれて刺激

をもらった。 

 

ILC 

・様々な自助具などを見ることができてとても興味が持てた。 

 

Wellness Clinic 

・大学内にあり、学生と患者が関わりを持てる有益な施設であったから。 

・そこではオーストラリアがいかに理学療法の技術や考えが進んでいるかなどをみることができて、

日本とオーストラリアの理学療法の違いを一番大きく感じることができました。 
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Fiona Stanry Hospital 

・様々な設備が多く揃っており、最先端のリハビリ現場を見学することができた。 

 

 

（５）1 最終的に英語を使っての会話を積極的に行えましたか。    

まったく 

積極的に 

行えなかった 

あまり 

積極的に 

行えなかった 

どちらとも 

いえない 

やや 

積極的に 

行った 

とても 

積極的に 

行った 

  2  11 4 

     

2 今後、英語力アップのため、TOEIC や IELTS などの英語試験を受けようと思いますか 

まったく 

思わない 

あまりそうは 

思わない 

どちらとも 

いえない 

やや 

そう思う 

とても 

そう思う 

  1 6 5 6 

 

(６)コースを通して、よかったことを自由に書いてください。 

・海外での生活が体験でき、オーストラリアの医療について施設見学を通して学べたこと。日本の

大学教育との違いを知ることができたのでよかった。 

・まず第一にホームステイが良い経験になり、オーストラリアでの生活を経験できたのが良かった。

大学に通えたのもとても楽しかった。 

・様々な施設などを見ることができ、日本の良い所、オーストラリアの良い所などを改めて考える

ことができた。また、初めて海外で 2週間生活してみて、英語や看護についてももっとしっかり

と勉強しなければいけないなと感じることができた。 

・施設見学に行った先々でであった理学療法士の先生方に質問の時間をたくさん作っていただいた

ことで、とても丁寧に答えていただいたことがとてもうれしかったです。 

・カーティン大学の看護の授業に参加させてもらって、学生の積極的な姿勢を学ぶことができた。

施設見学では、日本との違いを学ぶことができた。Curtin Japanese Club のみんなと交流できた

のが楽しかった。 

・日本語はほとんど通じないという環境に行くことで、何とかして私の言いたいことを伝えたいと

いう思いで、知っている英語を使ったり、ジェスチャーを用いて会話をするという、ノンバーバ

ルコミュニケーションの大切さを改めて感じることができた。また、英語はこれからの世界では

必要ということを感じたのでこれからも英語を勉強したいと思った。 

・ホームステイであったため、海外の家庭のことを深く知ることが出来たことは非常に良かったこ

とであると感じている。 

・とにかくできてよかったのはホームステイです。前の項目にも書きましたが、ホームステイの経

験により英語力はもちろん、ほかの国、異なった文化の中で育った人との接し方も学んだと思い

ます。また、理学療法について、授業と病院見学によって学校内での学び方から卒業後の働き方

までを知ることができたのもいい経験だったと思います。 

・今回がはじめての海外だったので、日本とは異なる文化や医療に触れられたことはもちろん、視

野が広くなったように思います。 

・physio や信大から編入した方と直接話せたこと。学生でも治療を行える機会があることを知り、

その様子を見学でき、レクチャーにも参加できたこと。日本語倶楽部の人と話せて、友達も作れ
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たこと。各施設の担当の先生方が私たちの質問に親身に答えてくださったこと。 

homestay において Rika がささいなことでも相談に乗ってくれたこと。 

・オーストラリアの医療と日本の医療の相違点、一致点を知ることができた 

・海外の方とコミュニケーションをとる機会が多く、楽しむことができた。  

・まだ、日本の状況もままならない状態ではあったが、現地に行って見る経験は勉強への意欲もわ

かせてくれるので、とても良い。 

・専攻を問わず、先輩方と仲良くなることができてよかった。病院見学時に、私たち 1年生には分

からない日本との違いについて教えていただくことができた。これから日本で始まるこれからの

実習の像を作り上げることができたと思う。又、ロットネスト島へのトリップでオーストラリア

の大自然を体感できたことが幸せであった。またロットネスト島には行きたい。ホストファミリ

ーと過ごしたことも良かったことである。自分の家とはもちろん違う文化を持つ家で過ごすこと

で、文化の違いをたくさん発見できた。全体として、発見する喜びを得られたと感じる。 

・日本語を勉強している生徒と友達になることができたので英語で会話をすることができてよかっ

たです。施設見学も興味深いところばかりでためになりました。 

・外国人と実際に自分の英語で会話できたことと、様々な施設を見学できたこと。 

・日本国内で学んでいるだけでは学べないようなことをたくさん学習することができた。海外に目

を向けた考え方ができるようになった。 

・日本とは違う海外の医療を学べたことが一番よかった。また自分の英語力を実際に試すことがで

きたこと、海外に友達ができたこともよかった。 

 

(７)コースを通して、困ったことをできるだけ詳しく書いてください。 

・特にありません。（×２） 

・実際に大学の講義を受けて、授業の内容が全くと言っていいほど理解できなかったこと。講義内

容のレジュメとかがほしかった。 

・英語を用いてすべてを表現するのは難しかった。 

・英語力の無さが目立ってしまい、うまくコミュニケーションをとることができなかった。  

・授業の教室の場所が変わったことの連絡がうまく伝わらず、ただただ待っているだけの時間があ

った。ロットネスト島の帰りのフェリーの時間が遅く、家に帰るのが遅くなった。行きと帰りの

飛行機の座席を指定で取りたかった。せっかくみんなで行ったのにバラバラの席だったので嫌で

した。みんな近くで取った方がいいと思われます。 

・授業が難しかったり、日本ではやらないような授業があったため、英語もよくわからず困ったこ

とがあった。 

・自分に英語の知識が少なかったため、最初のほうは特にホームステイファミリーと話せなかった。 

・留学期間が短く、あまりオーストラリアの人と話せなかったこと。数少ない日本語倶楽部の人々

との交流の機会が施設見学でなくなったこと。homestay１日目がいきなり１日中 host family と

過ごさねばならなかったこと。 

・施設見学などで、通訳がないとわからないことが多かった 

・困ってはいないが、リカの訳がないと、分からないことが多かった一方、頼りすぎて英語を身に

着ける機会にならなかったこと。 

・とても個人的なことであるが、Wi-Fi につなぐことができなくて困った。誰とも連絡が取れず、

授業内容の変更や宿題を知るのがいつも一日遅れになってしまったこと。 

・ホストファミリーと過ごす時間が短かったのがとても寂しかったです。 

・オーストラリアのバスで間違えた方向に乗ってしまい、ホストマザーに電話した時にうまく英語

で説明できなかったこと。 
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・授業が突然休講になったり、授業の詳細が当日になるまでわからなかったり、と専門の授業に対

する対応が遅かった。 

・自分の英語力不足により会話が上手く伝わらなかったり、言っていることが理解できなかったこ

と。 

 

(８)コースについての要望を自由に書いてください。 

・特になし。（×２） 

・もっと現地の学生と交流する時間を増やして、英語力を向上できたらと思った。 

・授業数をもう少し多くしてほしいと思った。暇な時間が多かった。また日本語クラブの学生との

交流をもう少ししたかったので、その時間を確保してほしかった。 

・もう少しそれぞれのレベルに合った英語の授業があるといいと思った。 

・施設見学は満足ですが、授業時間をもう少し増やしてほしいです。 

・もっとカーティン大学の看護の授業に参加したかった。Curtin Japanese Club の学生と交流する

時間を十分に取って欲しかった。 

・もう少し長い期間滞在していたかったです。 

・３週間は行きたい。日本語倶楽部とほかのプログラムの予定をできるだけかぶせないでほしい。 

・初日は学校登校日がいい。 

・もう少し専門の内容の講義を受けたかった。 

・作業療法の生徒が少なくても、その専攻に特化した施設見学などをさせてもらいたかった。 

・庶民に対する無料の医療システムがどうなっているか、一般的な総合病院における看護も見てみ

たかった。 

・医療英語をもう少し勉強をしたかった。信大でも CE の授業で扱っているが、次週から始まるレ

クチャ－への参加の予備知識として受けたかった。他専攻で使われる医療英語も、海外や被災地

支援でチーム医療を行う上で大切な知識であると思う。 

・向こうの大学の学生と触れ合う時間がもう少しあったらいいなと思いました。 

・英語の講義を聞く場面がありましたが、聞くだけではほとんどわからないのでレジュメなどを配

ってほしい。 

・授業数が少なかったので、もっと増やしてほしい。 

・仕方ないことかもしれないが、カーティンプログラムで専攻ごとの内容の差をできるだけなく s

してほしい。 

 

（９）研修に対する満足度 

   
大変   

悪かった 
悪かった 

どちらとも

いえない 
よかった 

大変   

よかった 

①実施時期について     1   11 6 

②期間について    2 3 8 5 

③コースの構成について     3 12 3 

④研修先のスタッフの対応       3 15 

⑤信州大学教官の対応     1 3 14 

⑥全体としての評価        7 11 

＊全体としての評価が“悪かった”または“大変悪かった”と答えた方は、その具体的な内容を書い

てください。 

・試験終わり直前だったのであと２、３日でもあけてほしかった。３週間は行きたかった。 
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（１０）今回の経験はあなたにとってどのような意味がありましたか？ また、今後の学習・進路な

どにどのような影響を及ぼすと考えますか？あなたの考えを書いてください。 

・今後、機会があれば海外の医療機関で働きたいなと思った。語学留学もしたいと思った。もっと

英語力をあげて、会話に困らないようにまでなれればいいと思った。 

・初めてのホームステイがとてもいい経験になり、海外で学ぶことへのあこがれがより一層増した。

就職してお金を貯めて、また海外で学びたいと思う。 

・今までよりも広い視野を持つことができるようになったと思う。また、海外で働くことに興味を

持つきっかけとなった。これからの実習などを改めてしっかりと頑張っていこうと思った。 

・自分の進路について考えるきっかけになった。また、自分がこれから学んでいくことが世界で通

用するものであること自覚した。また、信州大学で学んでの学びをもっと大切にしようと思った。

それと同時に、先生たちともっと仲良くなりたいと思った。 

・海外に出ることにより、オーストラリアの良さを知ることができたと同時に日本の良さも発見で

きて、改めて日本は恵まれている環境であると思った。もっと、英語を勉強しようと思った。違

う国の医療も見てみたいと思った。日本で働く上でももっと英語が必要だと感じた。 

・話すためには、自分が伝えようとするだけでなく、相手も理解しようとしなければ成り立たない

ということを改めて感じることができ、今後コミュニケーションをとるときに大切にしなければ

いけない姿勢というのを学ぶことができたまた、オーストラリア出身以外の人たちもオーストラ

リアにきて看護のことを学んでいたり働いている姿を見て、自分たちもずっと日本のことだけを

考えるのではなく、世界という広い視野でみることが大切だと学んだ。そのため、これからも英

語を勉強していきたいと思う。 

・今回の経験によって、より日本に帰って、英語だけではなく看護のことまで勉強しなくてはいけ

ないという思いになった。進路などにどのような影響を及ぼすのかはわからないが、何かあった

時にこんなことをやったんだと自信につながると感じる。 

・とてもいい経験になった。Curtin 大学の学生の学ぶ姿勢を見て、単位にとらわれずに自分も頑張

って勉強しようと思った。また、将来についても幅広い視野を持って考えていこうと思った。 

・海外での生活を経験したことによってほかの国へも行ってみたくなりました。積極的に行動した

いです。 

・今回の経験で初めて日本以外の国を訪れました。今までは日本の文化や考え方しか知らなかった

けど、海外ではさまざまなことが変わってくるということを学びました。また、信大から編入し

た方にお話を聞くことができて、卒業後海外に出ていくことにも興味がわきました。オーストラ

リアの人々とコミュニケーションをとるうえで英語を話せるということは大きな武器になると感

じました。今回の経験を踏まえて海外に進出するかどうかに関係なくさまざまなことを学ぶ上で

英語は重要であると分かりました。また、もしうまく話せなくても伝えようとすること、分かろ

うとしているという意思を示すことは重要であるため積極的にさまざまなことに挑戦していきた

いと思いました。 

・視野が広がった自分の将来の分野や方向性について考えるきっかけを得た。 

・海外の方とコミュニケーションをとる楽しさを知ることができた。今後、これまでより真剣に英

語の学習をしていきたいと思う。 

・日本における良い点と、オーストラリアにおける良い点がそれぞれ見えてきて、実習に生かせる

ものであった。患者さんを考えたとき、ハイテクだけが良いのか、つきっきりで看病するのが良

いのか、考えながら取り組めると思う。また、将来医療設備を改善する際、意見を述べることが

できると思える。 

・語学研修・異文化体験としては充実していたと考える。海外の文化を体感するとともに日本との
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違いを発見し、なぜそうなるのかということを考えさせられる 2週間だった。オーストラリアの

看護師はその医療的スキルと人格から、世界的にも人気が高いと、カーティン大学の教授に言わ

れたのだが、それを実感した。これから演習や実習が始まるのだが、今回学んだ「耳を傾け、患

者さんの心の声を受け取ること。」をモットーに頑張っていきたい。そして、信大の看護師が日

本で人気になるよう、一生懸命勉強をして、さらに多くの人とコミュニケーションを取っていき

たい。最後に、Make tomorrow better by Curtin University.  

・開業権のある理学療法士に興味をもちました。それと同時にこの２週間は将来どのような理学療

法士になるかを考える期間になりました。勉強への意欲もわきました。 

・今回の経験で海外で二週間やっていけたという自信がついたのと、日本とオーストラリアの違い

を理解する以前にまだまだ知識量がたりないことを実感させられたので、まず学習としては今ま

で習ったところをもう一度自分の知識なるように復習したいのと就職してからも日本の理学療法

が遅れないために勉強は続けていきたいなと思いました。 

・海外医療、日本国内の医療について考える良い機会となった。今後も、海外の OT 学生と交流す

る機会があるかもしれないので、より一層勉強に励んでいきたい。 

・知らなかったことや、日本との違い、実際の医療現場を間近で見ることができ、とても刺激を受

けたので今後の勉強意欲がわいた。また、将来海外に就職する選択肢が増えた。 

 

 

 

        

１２. 学生レポート 

 

 カーティン大学の研修プログラムでは、参加

した全ての生徒が多くのことを学ぶことがで

きた二週間であった。プログラム内容は、英会

話などのコミュニケーションを学ぶ英語の授

業や専攻ごとに分かれたフィールドトリップ、

大学の講義の受講、小旅行など盛りだくさんの

内容であった。また、オーストラリアに滞在中

の二週間は一家庭に生徒一人のホームステイ

であった。ほとんどの生徒にとってホームステ

イは初めての経験であり、不安要素でもあり、

一番といっていいほどのよい経験でもあった。

ホストマザーと生徒の二人だけの家庭や、他の

留学生もいる大家族の家庭など色々な家庭が

あった。始めは言葉の壁によりうまくコミュニ

ケーションをとることができなかったり、文化

や生活の違いによるとまどいなどがあったが、

日にちが過ぎるにつれどの生徒もホストファ

ミリーと打ち解けていくことができた。休日に

はショッピングや駅まで一緒に行ったりドラ

イブに行く人、バーベキューや映画鑑賞をする

人など、どの生徒も充実した休日を過ごしてい

た。生徒全員が思っていたことは、どのホスト

ファミリーも親切で優しく、ホームステイがと

てもいい経験になったことである。その一方で

やはり個々の英語力不足を痛感し、今後の英語

の学習への意欲が以前より増したということ

である。 

 研修内容は各専攻により違うのでまずは看

護学専攻から紹介したい。看護専攻の施設訪問

は King Edward Memorial Hospital、Regents 

Garden。他にもカーティン大学の看護学科のキ

ャンパスや授業の見学もあった。 

 King Edward Memorial Hospital は女性のた

めの病院であり、南半球で最も大きい周産期病

院といわれていて年間 6000 例の分娩があると

いう。助産師は 300 人ほどおり、スタッフも世

界中から来ていて、病院自体の広さも一般的な

総合病院以上に大きかった。病室は個室となっ

ていてプライバシーが守られ、病室も広く妊産

婦、褥婦にとって入院しやすい環境が整ってい

た。大きな浴槽での水中分娩や、陣痛の緩和は

とてもリラックスできるようにできるようだ

った。14 歳の妊婦も世界各国から多く訪れるよ

うで、そのような若い妊婦への教育にも力をい
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れているような印象を受けた。 

 Regents Garden は日本でいう老人ホームに

あたる施設で、この施設では認知症の方を除い

て介護度が高い低い関係なく同じ空間で生活

できる施設内構造であった。施設内は開放的で

明るく自然豊かで、住んでいて困るようなこと

はないように思えた。多くの生徒達が驚いてい

たことは食事内容であり、メニュー表を見てみ

ると、肉料理や魚料理、スイーツ、お酒類など、

油を多く使う料理や糖分が多いものなどが並

んでいた。日本は、健康志向が根強いためにこ

のような料理を避ける風潮にあるが、オースト

ラリアでは、残りの人生を楽しく幸せに暮らす

ために好きなものを好きなように食べるとい

う考え方があるようである。とはいっても、利

用者の健康状態をスタッフはしっかり把握し

ているので、栄養バランスのとれた食事や整容、

運動など利用者に合わせたプランが整ってい

る。スタッフの数も施設マネージャーを含め充

実しているので、利用者ひとりひとりが安心し

て暮らすことのできる施設であるという印象

であった。 

 カーティン大学の看護学科のキャンパスは

とても新しくきれいな施設だった。血糖値が下

がると反応する高性能な人形もあった。また、

カーティン大学では座学と技術練習のあとコ

ミュニケーションを取る練習をするそうだ。こ

のコミュニケーションを取る練習はそれ専用

の教室があり、デモンストレーションを行う部

屋と学生たちがその様子を見る部屋がマジッ

クミラーで仕切られている。デモンストレーシ

ョンを行う部屋での音声は全ての学生たちに

聞こえるのだという。信州大学ではこのような

コミュニケーションをとる練習をすることは

ないが、実践的なコミュニケーションをとる練

習をすることで病院実習での情報収集がスム

ーズに行うことができると思うので、必要なシ

ステムだと感じた。また、看護学科の授業では

授業中に活発な意見交換があることに驚いた。

先生が講義内容を話しているのではなく、先生

と生徒で授業を作り上げているという印象を

うけた。 

 次に、理学療法学専攻と作業療法学専攻につ

いて。病院、施設見学は、両専攻合同であった。

Niche、Student Health and Wellness Clinic、

Lifecare Physiotherapy Clinic、Fiona Stanly 

Hospital の 4 か所の見学をすることができた。

まず、Niche では、たくさんの自助具、車いす、

コミュニケーションエイドを体験することが

できた。自助具は多少は授業で見たことはある

けれど、スプーン一つだけでも多くの種類があ

った。車いすは長距離走行用や室内用、スポー

ツ用など、種類が豊富で、これらを一気に体験

することができてよかった。また、コミュニケ

ーションエイドは電子化が進んでおり、目の動

きを察知するものやタブレッドを使用したも

のなどがあった。次に、Student Health and 

Wellness Clinic について。ここは理学療法学

専攻の学生が臨床実習をするところで、信州大

学でいう信州大学付属病院のようなものだ。学

生のためにできた施設であるため、診察時間は

60 分前後と長いが、診察料は格安である。その

ため、意外にも多くの患者がいたように感じた。

三つめは、Lifecare Physiotherapy Clinic に

ついてだが、ここは理学療法士が開業した病院

であり、法律上日本には存在しえない施設であ

る。実は、オーストラリアにはこのようなクリ

ニックはたくさんある。クリニックの代表の先

生はクリニックについていろいろと説明して

くれたが、多くの学生が一番印象に残っている

のは「療法士として長く働いていると患者のカ

ルテを見るだけで何となく病気のことが分か

るようになってくるが、それでも自分の作った

枠に患者を入れないこと。積極的に患者の言っ

ていることを聞くことが療法士にとって一番

大事なことだ。」という言葉である。この言葉

は将来医療者として働くことになってもずっ

と心に留めておこうと感じた。最後に、Fiona 

Stanly Hospital について。ここは最近改築し

た総合病院で、とても大きくきれいだった。リ

ハビリ棟だけで一つの大きなビルが建ってい

て、療法室、ジム、さらに、水治療法室などの

大掛かりな療法室もあった。この病院の特徴と

して、アシスタントと呼ばれる職員がいること

が挙げられる。彼らは理学、作業、言語聴覚な

ど、多くの療法に関する知識を持っているため、

各療法士の指示の下ではあるが各療法を一人

のアシスタントが行うことができる。そのため、
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療法士間の情報の混乱を防ぐことができるそ

うだ。複数の治療が必要な患者を多く抱える総

合病院ならではのシステムだと感じた。 

 授業について理学療法学専攻では現地の理

学療法学専攻の学生と一緒に講義を聞くこと

ができた。講義はとても早口な英語でついてい

くこともままならない時もあったが、所々で日

本で習っていたものもあったため、なんとなく

は理解することができた。1部屋に 100 人ほど

いたが、誰一人寝ることはなく、先生の言った

ことをパソコンにメモして、わからないことは

即座に先生に質問していたのが印象的であっ

た。 

 作業療法学専攻では、実技の授業に参加する

ことができた。ただ実践していくのではなく、

実際の臨床を想定して、自分たちで症例を考え、

それに対してどのように支援していくか、グル

ープワークを通して話し合っていた。授業のレ

ベル自体は自分たちが日本で学んできたレベ

ルと大差なかったが、分からないことがあった

らすぐに質問をしてその場で解決する、という

スタイルが確立していて、学生の積極性がよく

出ていたように感じた。 

 休暇について、一週目の週末、金曜日と土曜

日に学校企画の小旅行に行った。金曜日は動物

園、チョコレート工場、ワイナリーに行った。

動物園では運よくコアラに触ることができ、カ

ンガルーの餌付けも体験できた。その他にもア

ニマルショーを見たり、いろいろな動物を見る

こともできた。チョコレート工場ではチョコレ

ートの試食し放題だったため、たくさんつまん

でしまった。ほかにもアイスやホットチョコな

ども置いてあり、すべてとてもおいしかった。

ワイナリーではワインの試飲ができた。オース

トラリアでは 18 歳以上でお酒が飲めるため、

体と相談しながら飲んでみてもいいかもしれ

ない。土曜日はロットネスト島に行った。ここ

ではサイクリングを楽しんだ。青い海、白い砂

浜、緑豊かな自然、島特有の動物など、とても

癒された。頑張って島一周する人もいれば、海

で貝を探したりしてのんびりする人もいる。過

ごし方は人それぞれであるが、どのような過ご

し方をしてもきっと楽しめるであろう。 

 このように、2週間という短い時間ではあっ

たものの、ホームステイ、研修、観光など、実

に充実した時間を過ごすことができた。言語や

文化に違いはあったものの、ほとんどの学生が

その壁を乗り越え、交流していくことの喜びを

知ることができた。このように良い経験ができ

たのは、信州大学、カーティン大学の教員の皆

様、ホームステイ先として私たちを迎えてくれ

た家族の皆様のおかげである。この場を借りて

感謝したい。 

 

 

 

 

 

 

以上、カーティン大学夏期短期プログラム
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１．シンガポール共和国の概要 

 

１）一般情報 

1.面積 

約 716 平方キロメートル（東京 23 区と同程度） 

2.人口 

約 540 万人（うちシンガポール人・永住者は 384 万人）（2013 年 9 月） 

3.民族 

中華系 74％、マレー系 13％、インド系 9％、その他 3％ 

4.言語 

国語はマレー語。公用語として英語、中国語、マレー語、タミール語。 

5.宗教 

仏教、イスラム教、キリスト教、道教、ヒンズー教 

6.略史 

  1400 年頃 現在のシンガポール領域にマラッカ王国建国。 

1511 年 マラッカがポルトガルに占領され、マラッカ王国が滅亡。 

マラッカ王国の王はマレー半島のジョホールに移り、ジョホール王国を建国。それに伴い、  

ジョホール王国によって現在のシンガポール領域が支配される。 

1819 年 英国人トーマス・ラッフルズが上陸。ジョホール王国より許可を受け商館建設。 

1824 年 正式に英国の植民地となる。 

1832 年 英国の海峡植民地の首都に定められる。 

（1942 年～1945 年） （日本軍による占領） 

1959 年 英国より自治権を獲得、シンガポール自治州となる。 

1963 年 マレーシア成立に伴い、その一州として参加。 

1965 年 マレーシアより分離、シンガポール共和国として独立。 

7.政体 

立憲共和制（1965 年 8 月 9日成立）（英連邦加盟） 

8.元首 

大統領（任期 6年）、 

他、参考 URL 参照 http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/singapore/data.html#01 
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２)主な研修エリア 

  チャイナタウンを基点に、研修先は地下鉄で 10 分～30 分程度。 

  活動エリアはシンガポール全体。 

 

 

２．保健医療スタディツアープログラムの概要 

 

１）目的 

 異文化での学習・生活体験を通じて、国際的視点から医療者としての態度を涵養する． 

シンガポールでは、シンガポール市内およびシンガポール総合病院の保健・医療現場の見学や

体験から、開発途上国の保健医療の現状を理解し、将来国際保健・医療を担うことのイメージ

を広げる。 

 

２）目標 

① 異なる医療システムのもとでの協働のあり方を理解する。 

② 英語を使用する環境のもとで、生きた英語を修得する。 

③ 他人種との交流を通して、異文化理解の一助とする。 

④ 国際人としての態度を自ら育てる。 

 

３）研修期間 

平成 27 年 8 月 21 日（金）〜8月 28 日（金）（7 日間） 

参加者出国日   H27 年 8 月 21 日 

参加者帰国日   H27 年 8 月 29 日 

現地活動期間   H27 年 8 月 21 日 ～ H27 年 8 月 28 日 （8 日間） 

 

４）主な研修先 

市内の複数種類の総合病院や教育機関を見学し、専門職等の実際や学習環境を知る。 

 SGH：Singapore General Hospital 

 NYP：Nanyang Polytechnic (School of Health Science) 

 Bright Vision Hospital  

 KK Women’s and Children’s hospital (KKH) 

 

５）参加人数 

看護 7名（3 年生 7 名）、検査技術 3名（3年生 3名）、理学療法 4 名(2 年生 4 名)、 

作業療法 3名（2年生 1 名・3年生 2名） 

合計 17 名（うち、3名はカーティンプログラムから合流） 

 

６）担当教員 

引率：山﨑明美 講師 

国内・学内サポート：国際交流委員会（奥野、Goh、山崎浩司、石田文宏、大平、相良、埴原、

川舩(学務第二)） 
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７）研修費用 

①研修費用概要 

渡航費用：          68,770 円 

宿泊費用：          27,500 円 

保 険 料：     3,780 円 

研修費（SGH 他研修機関およびバス移動費）  24,200 円 

シンガポール国内交通費                約  1,000 円 

日本国内交通費                    約 20,000 円 

                          

合計         約 145,000 円 

 

②研修支援 

 14 名の参加者が信州大学平成 27年度グローバル人材育成事業による海外活動支援に応募し、

採択され 70000 円の奨学金が支給された。 

 

８）リスク管理体制 

平成 23 年度からは、信州大学が正会員となっている特定非営利活動法人海外留学生安全対策

協議会（The Japanese Council for the Safety of Overseas Studies; JCSOS）の緊急事故支

援システムに加入し、研修中の不慮の事故に対するリスク管理体制を強化した。本年度も当支

援システムに継続して加入のうえ、プログラムを実施した。加えて、学生・教員全員が同じ旅

行保険に加入した。 

 

３．研修プログラムの詳細 

 

1.研修先の概要 

１）シンガポールの教育 

今回訪問したシンガポールは国際都市であり、その教育や医療は国際的かつレベルが高い。

その理由として、シンガポールは資源を持たない小国であることが挙げられる。資源の乏しい

シンガポールでは、人々の働きによって何らかの「価値」を作り出さなければたちまち貧しく

なってしまうという危機感がある。グローバル化が進む中で、全世界的に有力な企業の拠点を

シンガポール誘致するというのは非常に重要なことになっている。そのような産業的な要請の

流れの中で研究者・専門家の誘致も戦略的に考えられている。 

 

加えて、複数の民族が共存することから、国を維持するために教育は大変重要な課題である。

国家予算に占める教育費の割合が防衛費に次いで第二位であり、政府が教育に重点的に投資し

て いることがわかる。 

 

シンガポールでは小学校から厳しい選抜が行われ、優秀な生徒をエリート教育するシステム

が整っている。シンガポールの基本的な教育制度は、小学校 (Primary School) 6 年、中学校 

(Secondary School) 4 年、ジュニアカレッジ (Junior College) 2 年、大学 (University) 4

年というコースである。進学するたびごとの選抜システムが特徴的である。シンガポール政府

のホームページに詳しい記載がある。 

さらに、大学、中でも Ph.D.コースの大学院生や研究者に関しては、海外から研究の場を求

めてシンガポールへと来た方が非常に多い。また、組織のトップにアメリカやイギリスで教育
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を受けたトップクラスの研究者が多く、その理由の一つは、優秀な研究者が来れば、良い研究

ができるだろうということのようだ。次に、英語ができることである。英語ができるというの

は、単純に研究についてのコミュニケーションが英語でとれるということではなく、あらゆる

コミュニケーションにおいて英語を使っていてまったく不自由を感じないという意味が重要視

される。シンガポール人は英語が話せるので、組織内でのコミュニケーションには困らず、欧

米の研究者や専門家とのコミュニケーションにも困らないことによる様々な恩恵が見込めると

いうことのようだ。  

シンガポールの大学院は世界中の学生を積極的に呼び寄せている。奨学金制度が充実し、レ

ベルの高い研究が出来るシンガポールには世界中から学生が集まってくる。なかでも、中国か

らの留学生が多い。 

 

このようなシンガポールには、大学が3つある。シンガポール国立大学 (National University 

of Singapore)、南洋理工大学 (Nanyang Technological University)、シンガポール経営大学

(Singapore Management University)である。このうちのシンガポール国立大学の病院には、2014

年に訪問見学した。 

大学のほかに、ポリテクニック(Polytechnic）と呼ばれる。高等技術専門学校や高等専門学

校と訳される３年制の学校で diploma を取得できる。ポリテクニックは職業に直結するような

高度な専門知識を学び、日本でいえば高等専門学校のようなものである。訪問先の NYP(Nanyang 

Polytechnic)がこれにあたる。NYP の理学療法学科は、2014 年 9 月入学生より大学化された。 

  

２）シンガポールの医療 

シンガポールの医療は元々医療水準の高い都市であるが、さらに国策として外国の医師免許

（条件付き）を認めていることで、外国人医師も多く、同時に外国人の医療従事者も多くいる。 

私立総合病院の経営システムは日本と異なる。シンガポールの私立病院では、OPEN SYSTEM を

採用しており、各専門医は独立した開業医として、病院内の施設をテナントとして借り受けて

クリニックを開業しており、検査や処置、入院が必要な時は病院の施設を借りて行う。また、

各クリニックのスタッフは医師が直接雇用しており、運営や診療方針も全てその医師に委ねら

れている。 

公立病院は日本の総合病院と同じシステム（CLOSED SYSTEM）で医師もそれぞれの病院に所属

しており、ひとつの病院で検査から治療、入院まで全て行うことができ支払いも一度で済ます

ことができる。訪問先の SGH は CLOSED SYSTEM である。 

  

３）訪問先 SGH : Singapore General Hospital 

SGH は 1821 年創設のシンガポールでは一番歴史があり、最大である。と同時に、アジア圏に

おいても最大規模であり、高度な医療技術と豊富な人材を誇る。1900 年代初頭に医療と看護の

学校が設立されて以降、SGH は医療教育の中心になっている。多くの優秀な医療従事者を輩出

し、 国内の学部生、大学院生そして医療専門スタッフの教育に携わっている。国外からの研修

生の受け入れも行なっている。 

キャンパスの広さは 18 ヘクタール、SGH だけで 8ブロックある。シンガポールでは第 3 次救

急病院としての役割を持った最大の病院で、5 つの専門領域の医療センターを擁する。 

約 2000 床のベッド数と 600 名以上の専門医、約 4000 名の看護師、他専門職を抱え、年間約

7 万人以上の入院患者、約 100 万人の外来患者に対し、約 1万人のスタッフで対応している。 

35 の診療科目の他、病院敷地内にある 5つの専門医療センター、眼科、循環器、がん、歯科、

脳血管疾患のセンター棟があり、患者は専門治療を受けることができる。 
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さらに、院内には、現任教育専従担当者がおり、その担当者が院内専門職のみならず、外部

からの様々な研修生の対応も行うシステムが構築されており、今回の本学の研修でも担当して

いただいた。大規模かつ最先端の医療水準を保持しようとする院内システム、加えて、高い水

準のサ－ビス提供への誇りとそれを支える専門職現任教育システムを維持している。 

HP: http://www.sgh.com.sg/Pages/default.aspx 
 

   
  Singapore General Hospital 初日オリエンテーション          

 

 
    Singapore General Hospital 

   

４）訪問先 NYP ： Nanyang Polytechnic (School of Health Science) 

NYP は 1992 年に創設された。ヘルスケア科とビジネス科から始まり、翌年、エンジニア科や

IT 科も設置され、その後いくつかの科が増設されてきた。 30 ヘクタールのキャンパスに、

15000 名の学生、1300 名のスタッフを擁する。 

ヘルスケアの分野には、看護、歯科衛生、社会福祉、理学療法、作業療法、診断Ｘ線撮影と

放射線療法の専攻が設置されている。各学年の学生数は、理学療法・作業療法は約 100 名、看

護は約 650 名。看護専攻の場合、最大規模の教室での収容人数が 280 名のため、1学年につき

同じ内容の授業を 3 回提供している。理学療法・作業療法は、2014 年 9 月入学生から、アイル

ランドのダブリン、トリニティカレッジとの提携により大学化された。 

HP：http://www.nyp.edu.sg/shs/school-of-health-sciences 

理学療法→Trinity College Dublin, Diploma in Physiotherapy in NYP,Singapore 

https://medicine.tcd.ie/physiotherapy/singapore/ 
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５）Bright Vision Hospital  

  BVH は、コミュニティ病院に位置付けられる約 300 床の病院である。1 年につきおよそ 1200

人の新しい患者に中長期のケアサービスを提供している。 

BVH は、患者の身体的かつ精神的、スピリチュアル、社会的な健康について、統合された健康 

プログラムを提供している。 

BVH の概要紹介ビデオは URL 参照。 

http://www.bvh.org.sg/about-bvh/bvh-story.html#null 

 

６) KK Women’s and Children’s hospital (KKH) 

  KKH は、1858 年に設立された。産科、婦人科、小児科、新生児科における地域の代表的な病  

院である。ハイリスクな状態にある女性と子どもを取り扱う約 800 床の病院である。600 人以 

上の専門家が可能な限り最高の治療をするために最新技術と科学を駆使している。 

 アカデミックな医療センターとして、JCI（Joint Commission International）に公認されて、

KKH は、世界レベルの臨床実習と研究、が標準的なケアを向上させると考えている。臨床での

レベルを引き上げることを絶えず継続している。分断されることのないサービスを受け、共感

的なあたたかいケアにより快適な病院の体験になるよう、患者の要望に敏感に対応している。 

 HP：http://www.kkh.com.sg/AboutUs/Pages/Home.aspx 
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2.研修プログラム 
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４.学生アンケート(N＝16) 

 

１．出発前の準備 

①費用の捻出 

 N 

家族が全額負担 5 

自己資金のみ 3 

自己資金と家族の支援 8 

 

②渡豪前の自己学習 

 N 

自己学習した 13 

何もしなかった 3 

 

③プログラムの説明会の時期 

（4月の新入生・在校生オリエンテーション） 

 N 

適切 15 

不適切 1 

 

④参加申し込み締め切り期限 

 N 

適切 16 

不適切 0 

 

⑤オリエンテーション時期 

 N 

適切 16 

不適切 0 

 

⑥オリエンテーション内容 

 N 

適切 15 

不適切 1 

 

 

 

 

【参加動機】 

・海外の医療状況を知り、日本と異なる点や同じ点を知ることで、何が今の医療に必要なのかを知

りたいと思ったため。また、海外に行き様々な経験をすることで、何か得られることがあるので

はないかと思ったため。 

・海外の医療を見学したかったから。 

・将来の仕事や生き方に活かせると思ったためです。 

・海外の医療について興味があり、今まで海外旅行を経験したことがなかったため、そのような経

験をして見たかったから。 

・アルバイト代が貯まったから。海外研修に参加する最後のチャンスだと思ったから。3年間色々

と看護を学んできた上で、世界の医療にも触れることで、自分の価値観を広げたかったから。 

・せっかく参加できる機会だったから積極的に参加しようと思った。 

・日本と海外の医療現場を実際に見て、類似点や相違点をみてみたかったから。それを今後の勉強

に生かしたいと思ったから。 

・海外の進んだ医療を見てみたい、英語の勉強をしたい、異文化を体験したいというのが動機です。 

・今まで海外に行ったことがなかったため、海外に行くという経験をしたかったから。他国であっ

ても病院見学をすることで、これからの学習のモチベーションを上げることができると思ったか

ら。 

・海外に興味があったということ、そしてもっと広い視点で医療現場を見てみたいと思った。 

・学生のうちに海外の医療、特に OT について実際に見てみたかったからです。 

・昨年、ＷＦＯＴというＯＴの国際学会を見て、日本のＯＴがまだまだ遅れていることを実感し、

海外と比べた日本を再確認したいと思いました。また、シンガポール研修の費用が他と比べて安
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かったことも大きかったです。 

・かかる費用が安く、 ホームステイではなかったため英語が苦手でも大丈夫かと思ったから。 

・海外の医療現場を直接見てみたいと思ったため。 

・シンガポールの治安の良さ、先端医療、海外の OT の見学プログラム、費用の安さが初海外の自

分にとって魅力的だったから。 

・海外に興味があったため。 

・日本より水準の高いシンガポールで、どのような医療が展開されているのか興味があった。初め

は参加に迷っていたものの、カーティンプログラムでの飛行機の乗り継ぎの関係で今年まとめて

行ったほうが得だと感じ、今年行くことを決めた。 

・海外の医療に興味があったから。 

 

【事前学習した内容】 

・シンガポールの概要など。 

・シンガポールの政策など（ただ、先生が配布してくださった資料のみです。） 

・オリエンテーションの冊子と、eALPs にアップされた資料を一通り読んだ。 

・日常会話程度の英語、e-alps に載っている資料を読んだ。 

・シンガポールの医療制度に関する概要、英語等。 

・eALPS にあげられていたシンガポールについての資料を読んだ。 

・シンガポールの医療制度。 

・シンガポールの医療について、予めホームページをみるなどしました。 

・先生に配布された資料と紹介されたサイト。 

・教員が事前に提示した情報をみたこと。 

・シンガポールの歴史。 

・英会話、医療系の英語を少し。 

・現地の医療についてと簡単な英会話 

 

【事前学習が必要と感じた内容】 

・英語、シンガポールの歴史、研修先の病院・大学のシステムや方針。 

・語学やシンガポールの特徴。 

・シンガポールの医療制度、仕組みについて。 

 

【オリエンテーション時期のコメント】 

・在校生に対しては、テストと重ならない程度に早い時期がいいと思います。 

 

【オリエンテーション内容】 

・研修費について、早めに詳細を知りたかった。また、知の森基金についてももう少し詳しく知り

たかった。 
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２．研修コースについて 

英語以外の授業の満足度 

   
非常に  

不満 
やや不満 

どちらとも

いえない 
やや満足 

非常に  

満足 

①始業時間、授業の時間について     3 8 5 

②授業の内容について     4 8 4 

③授業のレベルについて     4 8 4 

④全体としての満足度     3 8 5 

 

 

施設等の見学（体験を含む）満足度 

   
非常に  

不満 
やや不満 

どちらとも

いえない 
やや満足 

非常に  

満足 

①見学の時間について   2 1 7 6 

②見学の内容について     1 8 7 

③見学説明のレベルについて   1 2 8 5 

④見学施設について        2 14 

⑤全体としての満足度       7 9 

全体としての満足度が“やや不満”または“非常に不満”だった方は、その具体的内容を書いてくだ

さい。 

・半日で一つの施設を見学することは、時間が短く全てを詳しく見ることが出来なかった 

 

①印象に残った見学先 

・NYP 

私たちと同じ学生がどのような環境でどのようなことを学んでいるのかを知ることができ、すごく

刺激を受けた。 

設備の充実さがすごく驚いた。 

自分が看護学生として学んできたことと海外の看護教育の実態を比較することができて、おもしろ

かった 

ンガポールの保健医療に関する教育現場を見ることができた。日本とは違い、シミュレーションや

現代の IT 関連の発達に対応した授業を行っていることに驚いた。 

 

・Bright Vision Hospital  

日本と似ている面を見学することができたため。日本と似ている面とは、高齢者が多く長期的（慢

性的）に入院にしているところです。 

 

・SGH 

SGH や KKH は、とても発展していて参考になりましたが、その他こういった面も見ることができて

良かったと思います。 

シンガポールで一番大きな病院であり、その規模とスケールに驚いたから。 

シンガポールの医療制度が垣間見られたり、高圧酸素療法などの高度医療が見られたり、日本には

ないものをたくさん見学し、学ぶことができたから。 

一つ一つの検査室がとても大きくて、何部屋も分かれているものもありました。 
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機械もたくさんあって、進んだ医療を見ることができました。 

専攻ごとに分かれて見学ができたため。検査技術科学専攻の学生 3人のために、忙しい中、丁寧に

説明をしていただき、多くの検査室を見学することができた。実際の医療現場を見ることで、これ

からの学習を大切にしていこうと思うことができた。 

やはり規模が大きく、ひとつひとつの検査室が大きかった。 

最も印象に残ったのは SGH での見学です。SGH では、それぞれの専攻に分かれて見学をすることが

できました。その中でも、疾患ごとに細かく分けられており、その中でも Burn（熱傷）はアジア圏

でも唯一の科であるように、最先端の技術、そして研究がなされているのをお話頂き、大変興味深

かったです。また、実際に患者さんの前に出していただき、どのように対応されているのか、評価

されているのか、といったことまで詳しく聞くことができ、日本にいるだけでは知ることができな

いことを経験させて頂いたと思っています。 

全体としての見学もあり、 専攻ごとに分かれてより詳しく学ぶこともできたから。 

体験もできて良かった。 

医療体制から日本と一番異なっている施設で、海外の作業療法の現場を見れたこと、非常に広く多

くの機能を持った病院であったことなどから。 

今までの病院見学では、どこもリハビリ室を訪れることが多かったが、患者さんの病室に出向いて

リハビリを行うことを初めて見たことで、理学療法士としての活動の幅や、リハビリの重要性、む

ずかしさを目の当たりにしたから。 

 

（１）最終的に英語を使っての会話を積極的に行えましたか。 

まったく 

積極的に 

行えなかった 

あまり 

積極的に 

行えなかった 

どちらとも 

いえない 

やや 

積極的に 

行った 

とても 

積極的に 

行った 

  3 5 5 3 

 

（２）今後、英語力アップのため、TOEIC や IELTS などの英語試験を受けようと思いますか 

まったく 

思わない 

あまりそうは 

思わない 

どちらとも 

いえない 

やや 

そう思う 

とても 

そう思う 

1 1 5 6 3 

 

②コースを通して、よかったことを自由に書いてください。 

・医療水準の高い SGH などの大規模な施設を見学させてもらえたことはとても貴重な体験だったと思

う。また、１週間海外にいることで、自分に積極性というものが少しだけ身についたかなと思えた

ことはよかった。 

・スタッフの人が丁寧に説明をしてくださったこと。 

・遊べるとことは遊び、学ぶところは学ぶことができて、多角的にその国の特徴などを知ることが出

きて良かったです。 

・研修の内容は、盛りだくさんでかつ観光についやすい時間もたっぷりあったため充実した一週間を

過ごすことが出来た。また、値段も手ごろで参加しやすかった。 

・専攻ごとに少人数でまわることで質問がしやすく、理解が困難だった部分も助け合うことで理解す

ることができた。高圧酸素療法など、日本ではなかなか見られない高度医療を見ることができたり、

受けられる医療のランク分けといったシンガポールの医療制度にも触れることができた。 

・観光する時間もあったので、楽しめた。いろんな施設を見学できたので、新鮮な気持ちで学ぶこと

ができた。他の専攻についても見学等できたので、他の専攻のことも知ることできたし、チーム医
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療の重要性を感じることができた。 

・自分の希望していた、微生物検査室を見学できたことが嬉しいです。 

・いくつかの病院を見学できたこと。また、病院の方に親切に分かりやすく説明していただけて良か

った。 

・シンガポール研修のみでなく、観光なども含まれていたので息抜きになった。あと、これからの病

院見学に対する取り組む姿勢をきちんと持つことができた。 

・コースを通して、研修も、また観光も盛りだくさんとなっており、１週間というとても短い期間で

あっても充実したとても濃いプログラムであったと思います。スケジュール的に、始めの 2日間が

観光になっていたことも、そこでシンガポールの雰囲気や英語に慣れるのにとてもよかったと思い

ました。また、特にＯＴは実際に患者さんを見せて頂いたり、ついてくださったＯＴが現在してい

る研究などを教えてくださったりと、様々なことを目に見える形で研修させてくださったので、自

分が今している実習などとも比較でき、とても面白いと思います。 

・シンガポールと日本の医療制度の違いについて知ることができ、 作業療法ではどんなことがどの

ように行われているかを学ぶことができ良かった。 観光もたくさんの場所に行くことができとて

も満足している。 

・シンガポールにおける医療関連の教育、総合病院、専門病院など、それぞれ特異性を知ることがで

きた。また、程よい具合に自由時間があったため、その時間を休息や観光にまわすことができてよ

かったと思う。 

・作業療法に関しては日本と異なることが多く非常に良かった。 

・内容が充実していた。 

・一日理学療法士の先生に付けてもらえたことがとても幸せだった。話も丁寧にしてもらえ、質問に

も丁寧に答えていただけた。さらに、シンガポールには色々な国籍を持つ人が集まっているため、

言語や生活習慣等の違いに対応していかなければならないことを感じた。 

・日本とは違う海外の医療を学べたことが一番よかった。また自分の英語力を実際に試すことができ

たこと、海外に友達ができたこともよかった。 

 

③コースを通して、困ったことをできるだけ詳しく書いてください。 

・食事面にはすごく悩まされた。中華系の食事に飽きてきてしまい、パスタや新鮮な野菜がすごく恋

しくなった。また、ホテルは本当に狭くて、トイレも共同であまり落ち着いてすることができなか

ったのがつらかった。 

・ホテルのトイレとシャワーが汚かった。 

・語学力が無くて困ることが多々ありました。事前準備をしていなかった自己責任でありますが、事

前に英会話の練習などをすれば良かったです。 

・シンガポールは、英語で会話しようとしても伝わらないことが多く、道を聞きたいときや質問した

いときにとても戸惑ってしまった。 

・SGH での研修初日、病院内の案内をしてくださったのだが、内容が理学療法や検査科学技術療法の

内容ばかりで理解するのが困難だった。早口で説明してくださる方が多く、英語を聞き取るのが大

変だった。 

・当たり前だが、すべて英語での説明だったため、なかなか理解できずに困った。 

・SGH での見学時に、お昼を院内で食べることになりました。食堂がとても混んでいて場所取りや、

混雑する中での食事の注文が大変でした。（雑音の中、慣れない英語でのやりとり） 

・英語を聞き取ることができなかったこと。分からないところで質問することができたものもあった

が、質問をできずに、何を言っているのか分からない場面が多々あった。 

・看護や OT.PT に比べて検査は内容の吸収が少なかったように感じた。病院においての説明の際、他
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の専攻についての説明やスライドショーなどが多く検査部の方のお話も少し聞きたかった。 

・コースを通して、とても困ったという経験はなく終了でき、満足ができましたが、シンガポールの

医療、労働制度について、もっと詳しく勉強していれば、さらに充実した研修が出来たのではない

かなと思いました。研修直前はテスト前であったこともあり、シンガポールの医療について事前学

習するのに手いっぱいになってしまいましたが、ＯＴはとくに教育、労働とも密に関わることなの

で、直接的でないこともしっかりと学習することの大切さを感じました。 

・英語を全て聞き取れたわけではないため、 話しかけられた時何を話せばよいか戸惑った。 

・病院での英語は医療用語や話すスピードなどリスニングが大変だった。 

・シンガポールの英語に慣れるのに、時間がかかった。そのため、初日は聞くことに精いっぱいにな

ってしまった。 

・自分の英語力不足により会話が上手く伝わらなかったり、言っていることが理解できなかったこと。 

 

要望 

・SGH 見学の一日目は PT・OT についての内容が多いように感じて、専門的な話をされるとさっぱり

分からなかったので、一日目から専攻ごとに分かれても良かったのかなと少し思った。 

・研修前にもう少し英語の授業を行ってほしい。 

・看護学専攻に関しては、病院見学がほとんどでした。もう少しコアな経験ができるといいと思いま

す。 

・NYP で、学生の方と交流をしてみたかった。 

・看護師と患者さんとのやり取りを実際にもっとみれたらまた違った点で学びを深められたのではな

いかと思った。 

・検査関連の見学が初日の最後に少し、二日目、四日目と、他の専攻に比べて半分ほどでした。すべ

ての見学先、内容には不満は全くありませんが、もう少し、次年度からはもう少し検査関連の見学

に行くことができればと思います。 

・病院見学の予定が少しハードだったので、もう少し、1日当たりの見学時間が短くても良いような

気がした。 

・英語がやはりすべて聞き取れるわけではないので通訳してくれる先生がいるとさらに良かったと思

います。 

・ＯＴにとっては、ＯＴの説明も他学科の説明も目新しいことが多く、とても興味深い研修でしたが、

他学科には、他の学科の説明が主なので理解が難しいという声も聞かれました。可能であるならば，

もう少し分かれて研修ができれば良いのかもしれません。 

・質問をする時間がもう少しあると良いと思った。  

・とくに SGH なのですが、もう少し質問する時間やゆっくり考える、言っていることを整理する時間

がほしかったかな、と思いました。各専攻の説明の後、３～５分くらいでいいので。 

・多くの施設を見学させてもらえたことで見たかったことはすべて見れたので要望はないです。 

・KKH にもう少し長く見学したかったです。 
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研修全体に対する評価 

   
大変   

悪かった 
悪かった 

どちらとも

いえない 
よかった 

大変   

よかった 

①実施時期について        3 13 

②期間について    1   5 10 

③コースの構成について     2 4 10 

④研修先のスタッフの対応       3 15 

⑤信州大学教官の対応       1 15 

⑥全体としての評価         3 13 

 

３．研修が与えた影響（自由記載） 

 

・実際に海外に行ってその文化に触れることで、テレビや本などでは分からない良さが分かり、積極

的な行動をすることの大切さを痛感することができ、これからの生活でも感じたことは伝えていこ

うと思えるようになった。また、英語はどこへ行っても必要な言語なのだなと実感したので、英語

をきちんと学習しようという意欲を持てた。シンガポールの学生たちは、私たちよりも質の高い経

験をたくさんしていて、私たちも負けてられないと思ったし、これから始まる実習へのモチベーシ

ョンにもなった。 

・医療に対する視野が広まった。また将来に対してモチベーションがあがった。当初、参加すること

自体に迷いがありました。しかし海外に行き研修するという経験は大変貴重で、学生であるうちに

体験することで将来の仕事に対する姿勢が変化するかもしれないと思い、参加しました。今は、参

加して良かったと思っています。シンガポールの医療はとても発展していて、それだけではなく病

院自体が多くの人の集う場所だと感じました。シンガポールと日本は大変似ていると思います。ど

ちらも社会が発展している一方、少子高齢化による諸問題の対策を考えなければならない段階にい

るためです。私は将来、増える高齢者と少なくなる子どもに何かしたいと思っています。今回の研

修はそれを具体的に考えるスタートラインになったはずです。さらに、仕事についてから改めて海

外研修に行く目標もあります。これのために日々の勉強・実習、その他にも語学の勉強もしていき

ます。参加できてよかったです、このような機会をいただきありがとうございました。 

・日本以外の国に行くことで、その国の様子や風習を知ることが出来て、自分の視野を今までより広

くもつことが出来た。 

・今回の経験によって、世界に目を向ける良い機会になったと思う。これまで、私は世界に出ていく

勇気も無いし、普通に看護師になることしか考えていなかったが、少子高齢化が進む現在、シンガ

ポールでは英語やマンダリン語が必須なように、日本にいても英語を学ぶことは重要であることに

気付かされ、今後も英語を学ぶことで、英語が話せる看護師になりたいと思った。 

・海外の医療現場を実際に見て、いろんな国籍の医療従事者が勤務していた。日本ではあまりそのよ

うな光景はみられないことが多いので、今後、グローバル化する中で、外国人労働者に関する意識

を変えていかなければならないと思った。また日本と海外の違いを実感して、日本の医療の良い点

も知ることができたので、今後働く際にそうのようなところも大切にしていきたいと思った。 

・これから、専門用語の英語を勉強する必要があると思いました。将来、論文を読み書きするのに役

立ちます。また、進路については、病院選びに際して、病院の規模や、どのような患者さんが多い

のかなども参考にします。 

・検査専攻は１年生の時に一度信大病院を見学して、次に病院見学に行くのは３年生の夏休み明けや

春休みになります。なので、シンガポールの病院と日本の病院との比較はなかなか分かりませんで
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したが、逆にこれから行く病院見学に向けてどのようなことをポイントとして勉強していけばよい

のかなどを知ることができました。また、３年前期に勉強したことを中心に見学することができた

ので理解がさらに深まってよかったです。 

・この研修を通して、日本の医療制度、そしてＯＴについて、より深く学びたいと思うとても良いき

っかけになりました。さらに、より多くの国での医療を見てみたいという気持ちも大きくなり、今

後学習していく上でとてもモチベーションが上がる体験となりました。進路はまだ曖昧にも思って

いたのですが、臨床に携わりながら研究を行い、国の医療の未来を担う気持ちの強いシンガポール

の医療者の方々とお話することが出来、大学院に進む将来も前向きに検討したいと考えるようにな

りました。このような機会を頂き、本当にありがとうございました。 

・今回の研修を通して、 その国の基盤となる制度を知ることの大切さや日本との違いについて知り、 

様々なことに興味を持つことができた。 自分の中の世界が広がり、 今後はもっといろんなことに

興味を持って積極的に”知ろう”としていきたいと思った。  

・英語の大切さを身に染みて感じた。今のところ、今回の体験を通して海外で働こうとは思ってはい

ないが、英語の勉強、わからないことは積極的に聞く姿勢、シンガポールの PT の働く様子から感

じたことをこれからの実習や就職した後の働き方に生かしていこうと考えている。 

・今後作業療法を学んでいくうえでの良い刺激になった。海外の医療をみることで日本の医療につい

てより深く考えることができるようになる。 

・卒業後、海外の仕事に興味が持てた。 

・自分の進路について考えるきっかけになった。また、自分がこれから学んでいくことが世界で通

用するものであること自覚した。また、信州大学で学んでの学びをもっと大切にしようと思った。

それと同時に、先生たちともっと仲良くなりたいと思った。 

・知らなかったことや、日本との違い、実際の医療現場を間近で見ることができ、とても刺激を受け

たので今後の勉強意欲がわいた。また、将来海外に就職する選択肢が増えた。 

 

 

 

５.学生レポート 

 

シンガポール短期海外研修報告  

 

1． はじめに 

 私たちは 8月 21日から 28日までシンガポー

ル研修を行った。現地で学んだこと、感じたこ

とについて述べていきたいと思う。 

2． 渡航前準備について 

 あらかじめ事前学習の資料を配布されるの

で、それを読んだり、必要なことを予習したり

して、研修に向けて準備を行った。また、英語

に関しては英会話教室に行くなど、各自で勉強

を行った。 

3． SGH (Singapore general hospital) 
 シンガポールで最初に設立され、最も大きい

総合病院である Singapore General Hospital 

(SGH)へ研修に行った。SGH での研修は、1日目

に全体、2日目に専攻別に分かれて行った。 

【①研修１日目】 

 研修１日目はシンガポールの医療制度につ

いての説明と施設の紹介をしてもらった。シン

ガポールの医療制度やSGHについて教えてもら

った後、施設見学をした。SGH は、総合病院で

あるが、教育にも力を入れているようであり、

Academia と呼ばれる研究、教育の場である建物

や、SGH の歴史について学べる博物館のような

建物があった。 

―医用工学部門の見学 

 ここにはモーションキャプチャーなどの機

械が置いてあり、それぞれの機械について詳し

く説明してくれた。 

―理学療法部門の見学 

 個室のように区切られているところと日本
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のリハビリ室のような大部屋があった。 

―作業療法部門の見学 

 手指のリハビリをするところでは日本の市

役所のように長いテーブルが一つ一つ区切ら

れていて、多くの患者がリハビリできるように

なっていた。その他にも手のリハビリ専用の機

械も数多く置いてあった。また、退院後の生活

に合わせたリハビリができるようにキッチン

やリビング、寝室もあった。 

―機能的訓練室 

 機能的訓練室という名のリハビリ室もあっ

たが、みたところ理学療法に似たリハビリをす

るようだった。理学療法部門も作業療法部門も

患者一人につき療法士一人がつくそうで、少し

ずつ施設が日本と異なってもこの点は日本と

同じであると感じた。 

―言語聴覚療法部門の見学 

 一応部門としての空間はあるが、患者のもと

に療法士が向かうこともあるらしい。また、嚥

下造影検査などで使うカメラ機器も多く置い

てある検査室もあった。 

―看護部門の見学 

 ここは、今まで紹介したような治療をする場、

というよりは看護師のトレーニングをする場

所であった。マネキンがベッドの上においてあ

り、それを使ってシミュレーションするようで

あった。その様子を隣の部屋から監視、指示し

たりする。このように、SGH は教育にも力を入

れている、と案内してくれた方はおっしゃって

いた。また、病棟の見学もしたが、そこは７、

８人で一つの部屋の大部屋だった。部屋につい

ては料金によってランク付けされているらし

い。 

―最後に、臨床検査部門の見学 

 ここでは、どのような検査、研究をしている

か説明してくれた。これで、一日目の施設見学

は終了した。 

 

【②SGH２日目：看護】 

専攻別の研修では、看護は主に病棟の見学で

あったが、現場の看護師に 1対 1で質問できた

のでとても有意義な 1日となった。 

施設の見学で印象に残ったのは、日本では一

般的に見られない酸素を高圧で用いながら治

療を行う Hyperbaric oxygen therapy center

というところである。そこでは、椅子がいくつ

か設置されている1つの部屋のようになってい

る機械があった。その機械からは高圧酸素が出

され、患者がその中に入ることで体の内側から

創傷を治療するそうだ。末梢組織が低酸素環境

となってしまう糖尿病や閉塞性動脈硬化症な

どの患者が対象である。日本ではみられない高

度な医療機器が備わっており、最先端の医療を

受けられる病院であると再認識した。 

施設見学のあと、病棟も案内してもらった。

シンガポールの病院は患者の収入などによっ

て A1、A2、B1、B2、C1、C2 クラスというよう

にランクが決まっている。A1 クラスの患者は医

者を選ぶことができ、ホテルのような広い個室、

大きなテレビ、トイレやシャワールームがつい

ていて、エアコン完備など、とても充実した設

備のある部屋で療養生活を送れるのに対し、C2

クラスは8～10人程度の多床室で、テレビなし、

エアコンなしといったような部屋だったので、

その違いを実際に目の当たりにして驚いた。お

金がなくても最小限の設備でコストを抑える

ことで、医療を受けられるのは確かだが、経済

的な格差が病院内に大きくあると思った。療養

環境は患者の状態にも関わってくることだと

思うので、もう少し格差が少なくなればいいの

にとも思った。 

病棟の看護師から看護師の役割について説

明を受け、ECG はふつう准看護師のチームがや

るということに驚いた。日本での看護師はそう

しても看護師よりはできる仕事が限られてし

まうが、シンガポールでは准看護師の地位も高

いのだと思った。 

最後に、看護師の教育について聞いてみた。

新人看護師は最初の3週間で病院のポリシーな

どを学び、その後 3ヶ月で採血などの技術を養

成し、6ヶ月間病棟に勤務し、また次の 6ヶ月

間違う病棟に勤務するらしい。その後働きなが

ら様々なコースで勉強をし、専門や短大卒の看

護師でも学士の資格を取得することができる

のだと聞いた。日本でも病院によって教育制度

は違うが、最初に技術だけ集中して要請するコ

ースはなかなかないと思うので、病棟で働きな

がら身に付けるより良いなあと思った。また、
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働きながら勉強するコースがあり、資格までと

れるとは、看護師のスキルアップにつながり、

教育に相当力を入れていると感じた。 

他に印象に残ったことは、病院内のあらゆる

壁に様々な文章や絵が描かれていたことがと

ても印象的であった。そこで病院の歴史やシス

テム、看護師の役職の説明などがされていたり、

優秀なスタッフは表彰をして称えていたり、ま

た、様々な人からの応援や励ましのメッセージ

が飾られていた。病院に来た患者や家族の目に

つくところにそういったものがあることで、利

用者は自然と病院のことを理解でき、信頼する

ことができるのではないかと感じました。 

 その他にも驚かされたことに、患者や家族が

病院に対して何か不満があれば、それを直接言

うことのできる施設が設けられていたことで

ある。日本人はあまり面と向かって文句を言う

ことができない人が多いと思うので、海外なら

ではの取り組みなのかなと感じたけれど、病院

の質の向上のためにはすごく大事なことだし、

必要なことであるなと思った。日本との違いを

たくさん見つけることができ、驚きとともにす

ごく面白かった。 

 

【③SGH２日目：理学療法】 

理学療法学専攻では、学生ごとにスケジュー

ルが異なり、学生一人に療法士一人がつき、リ

ハビリの様子を見学させてもらった。 

私は、午前中は外来、午後は神経系の入院患

者に対するリハビリを見学した。外来では次か

ら次へと患者を診る必要があるため、とても忙

しそうだった。日本の医者のように仕切られた

個室とパソコンを持っていた。そこに患者を呼

んでリハビリを行う。療法士によるが、私を担

当してくれた療法士は個室でできるリハビリ

は個室で行うようにしているらしい。 

患者に対するリハビリの説明は細かくし、リ

ハビリ後の消毒を徹底するなど、自分が療法士

になった時に真似できる点も多く発見するこ

とができた。 

午後は神経系のリハビリを見学したが、外来

と比べて長い時間をかけていた。リハビリが一

通り終わった後、療法士の方と話す時間をくれ

たので、とにかくたくさん質問をした。外来の

時もそうであったが、基本的に質問したら快く

答えてくれる。ただし、基本的に仕事中である

ため、できるだけ質問したいことは事前に考え

ておくと効率よく聞くことができると思う。 

また、少なくとも整形病棟では退院した患者

のアフターケアにも力を入れているそうだ。例

えば、歩行障害が残ってしまった患者や車椅子

の患者にはどのように家をリフォームしたら

良いかや、ヘルパーにどのようなことができて

どのようなことが難しいかなどのアドバイス

をしているそうだ。日本ではこのようなことを

している PT は少ないと聞いたので、退院後ま

でしっかり患者をみるというこのシステムは

いいと思った。研修後、ほかの理学療法学専攻

の学生と、その日見たものについて報告をし合

った。 

 

【④SGH２日目：作業療法】 

シンガポールは作業療法で熱傷の分野に力

を入れており、 様々な義肢装具を見ることが

できた。Burns ICU も見学させていただき、そ

こは 4つの部屋があり、1つの部屋に 1人の患

者が入っていた。1人 1人の患者に対しリハビ

リのスケジュールが細かく決められており、ク

リニカルパスも充実している。Burns ICU の部

屋の中で手足の動きやスプリントを作業療法

士が行っており、歩行は別の部屋で行っている。

電子カルテは日本よりも進んでおり、入院時の

初回評価もすぐ検索できる。 

また、日本では見たことのない器具も見せて

いただき、特に印象に残ったものは BTe（図 1）

というもの。これは自動的なトレーニングをす

るもので、関節可動域訓練、 握力・ピンチ力

の他に、掃除機をかける動作や車のハンドル操

作の訓練等、より具体的な日常生活動作訓練を

行うことができる。訓練可能な動作は 60 種類

以上もあり、この機会 1つで様々なトレーニン

グができるため便利だと思った。 

図2は患者をベッドから車イスや他の部屋に

移乗する際に使うものである。病室や廊下の天

井にレールが通っているため、長距離の移乗も

可能である。この器具を使うと介護者側の腰の

負担も軽減できると思った。また、日本と違っ

た所は、評価するためだけの部屋があったとい
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うこと。歩行の様子や階段昇降、物をどこまで

持ち上げられるか等を評価する環境が整って

いた。個別の部屋も充実しており、 罪を犯し

た人が入る場所はカーテンがあった。 

 

【➄SGH２日目：検査技術科】 

細菌検査室はとても大きいところで、培養部

門と分析部門に分かれていた。培養部門では、

日本で勉強しなかった培地も見ることができ

た。分析部門では、培地での発育性状、同定キ

ット、質量分析装置による同定、薬剤感受性試

験を見学した。基本的なことは日本と似ていた

が、規模が異なっていた。印象に残ったのは、

薬剤感受性試験だ。コンピュータによる阻止円

の計測が一人、他にも二人が手作業で測定して

いた。コンピュータが高価であるから手作業で

も行うそうだ。また、手作業のほうが時間を要

するが正確であるそうだ。日本と同様、VRE や

MRSA のスクリーニング検査も行われていた。ま

た、細菌検査室の中に寄生虫部門もあった。 

ウイルス検査室も見学した。日本ではまだ少

ししか勉強する時間が取れておらず、詳しいこ

とはわかっていなかった。そのことを話したら

担当の方が基本的なことから教えてくれた。後

期に勉強するため、とても参考になった。 

免疫血清検査室では、検査室にある様々な機械

や、抗核抗体検査を見学した。抗核抗体検査は、

日本で実習したばっかりの抗核抗体の検査と

全く同じ方法であった。抗核抗体の蛍光染色結

果は、顕微鏡で見て確認するものと、パソコン

の画面上に映し出して確認するものとがあっ

た。パソコン上のものは、すぐにデータとして

送信できる長所があるそうだ。機械の温度管理

や、試薬などにラベルをつけることの重要性に

ついて教えてもらった。 

輸血検査室では製剤や検査装置などを見学

した。日本ではまだ輸血検査室を見たことがな

かったので、不規則抗体と交差適合試験を自動

分析装置でスクリーニング検査しているとこ

ろを見て驚いた。Rh 血液型について質問したと

ころ、「RhD (＋)：RhD (－)＝85：15」でした。

RhD(－)が日本では 0.5％であるのに対して 30

倍もあるということだ。これは、インド人が人

口に多いことが理由であるそうだ。 

 

4． NYP（Nan yang Polytechnic） 

NYP は、3年制の短大のようなところで、先

進医療を中心に、臨床や在宅などの現場ですぐ

に応用できそうなことを多く学べる場である

ように感じた。私たちが今まで大学で習ってき

たことは、学校の中における訓練というイメー

ジであるが、ここではとても現実味に満ちた内

容を習得できるように感じた。本当に使える家

の生活空間や手術室などが実習室の中に設け

てあり、そこで実際を想定した演習などを行う

ことができる。PT や OT のための訓練室も何部

屋も設けてあり、充実した実技練習が行えそう

だと感じた。さらに、マジックミラーや喋るマ

ネキン、最新のシミュレーションシステムが導

入されていることにも驚いた。実際に学生と関

わる機会はなかったが、この学校の学生が受け

ている教育にとても関心を持った。 

この NYP には様々な学部が存在しており、そ

の強みを活かして、あらゆる分野の専門科と共

同で研究も進めているそうだ。例えば、新しい

医療機器の発案は看護学科、開発はエンジニア

を専門とする学科でタッグを組んで行うこと

もあるそうだ。一つの学科では難しいことも専

門性が融合することで大きな可能性に繋がる

ことが、素晴らしい仕組みだと感じた。学生と

しても、研究者としてもやりがいがあるのでは

ないかと考える。 

 

5． Bright Vision Hospital 研修 

 シンガポールの Ministry of Health のうち

Sing-Health の組織の一つである。この病院は

慢性期病院であり、多くの高齢者が長期滞在し

ている。慢性期を専門とする病院であるが、SGH

との連携システムを持っている。この病院の研

修は、シンガポールの高齢社会のことを知る機

会になると思った。そしてもちろん日本の高齢

社会でもどのように対応していくのかを考え

る材料となると感じた。そのためとても関心が

高い施設であった。 

このBVHでも、寝たきりの高齢者を多く見た。

また、スポンジを足部などの拘縮を起こしやす

い関節に巻き付けて圧迫を少なくすることで

褥瘡予防、血流を妨げないようにしている姿も
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見た。寝たきりの方々の部屋には仕切りがなく、

一つの大部屋に 20~30 人いるように見られた。

高齢社会の現状は、日本もシンガポールも部分

的に類似している点があるように思える。慢性

期を専門とする病院のイメージというものは、

薄暗いものである。しかし、日本の病院よりも

明るい空間があるように感じ取られた。それは

リハビリテーションをしている空間だ。廊下に

何ヶ所か器具を置いて、腕を動かすことや手先

の運動を行う方もいた。 

さらに広い空間では、大きな器具を用いて体

の運動をしている方がいた。その横には、キッ

チンが併設されており、誰でも使えるようにな

っていた。これもリハビリテーションの一つに

なるようになっていた。これには驚かされた。

台所の高さを個人に合うように変えられ、他に

も簡単に引き出しが開くような仕組みになっ

ていたが、何より日常生活を想定した訓練を行

える（本当に料理もできる）。これは、入院患

者の目標を自分の家に帰り、生活できることに

目標を置いているためである。キッチン以外に

も、自宅に戻っても日常生活を行えるような工

夫が多くあった。本物のタクシーを置き、交通

面でのコミュニケーションや乗り降りの方法

まで訓練できる環境が整えてあった。 

 さらに日本との大きな違いは、OT や PT に従

事する専門職がとても多いということだ。日本

では看護職が多いようだが、この病院を見て、

OT・PT の仕事が日本でも今以上に欠かせないも

のになるうえに、もっと数が必要であると強く

感じた。事前学習でも知ったが、シンガポール

にはボランティアがとても多いそうだ。ボラン

ティアで福祉が成り立っているともいえる。こ

の病院でも、多くのボランティアがいるそうだ。 

日本の病院でもここまで退院する過程や、退院

後のことを考えているところはなかなかない

ように思った。そのため、日本の社会でも応用

できると思った。日本の福祉は国家に頼るとこ

ろが多いように思うが、自助・共助の福祉を考

える機会となった。  

 

6．KK Women’s and Children’s hospital (KKH) 

【①看護】 

 KKH は Women’s Tower と Children’s Tower

とそれぞれ分かれているのが特徴的だった。こ

の病院は、最も赤ちゃんを取り上げた病院とし

てギネスブックにも載たことがあるらしい。 

病棟の見学では、母乳育児を大切にしていて、

出産後の母親と赤ちゃんは毎日 1時間

SKIN-SKIN CONTACT というものを行っていると

話を聞き、日本と同じ点だと思った。とはいえ、

母親は疲れたら赤ちゃんを別室に移動させて、

休むことができるらしい。 

赤ちゃんを預かっている別室を覗いたら、赤

ちゃんはインド、中国、マレー系など様々な赤

ちゃんがいて、とても小さくくるまれていた。

日本ではあまり赤ちゃんをくるむようなこと

はしないし、小さいといっても体重は 3000kg

以上みたいで驚いた。赤ちゃんにはチェックバ

ンドがついていて本人確認されていた。また、

シンガポールにも母子手帳のようなものがあ

ることを知った。医師のチェック項目や聴覚検

査、BCG や結核ワクチンの有無などの項目が記

載されていて、これも日本と同様だと思った。 

病棟を案内してもらうなかで、母乳促進をし

ているため、共同の冷蔵庫には母乳に良いとさ

れるキャベツを1つ残しておく決まりがあると

紹介され、とてもおもしろいと思った。また病

院の中には多くの憩いの場といえる空間があ

った。患者もスタッフも使えるトレーニングジ

ムがあり、カラフルな模様の壁があったりと医

療以外の工夫が凝らされているのも印象的だ

った。 

 

【②理学療法】 

小児のリハビリを医学療法士の先生のもと

で見学をした。始めは OT の人と一緒にリハビ

リステーションを見学し、プールやリハビリル

ームを見せてもらった。その後はそれぞれ分か

れて治療の見学をさせてもらった。そして質問

もたくさんすることができた。 

例えば、プールを見せてもらった時に、幼児

のリハビリにも使うと説明されたので聞いて

みると、四肢が拘縮している幼児などはプール

に入って波に揺られているだけでもリハビリ

になるのでそういう時に使っているとのこと

だった。他にも、妊婦は妊娠するとホルモンに

より骨が柔らかくなるため関節がずれやすく、
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それにより腰痛や背痛が生じるらしく、腰の負

担を減らすためにプールでリハビリをするこ

ともあるそうだ。 

また、出産前は体力作りのためにエクササイ

ズをしたり、マッサージやよい姿勢の指導も行

うそうだ。産後は緩んだ筋肉を締めるようにリ

ハビリを行うと教えてくれた。妊婦に対するリ

ハビリについて詳しく聞いたことが今までな

かったので、今回いろいろ聞けて、PT はいろい

ろな人に対してリハビリができるのだと実感

した。 

後半は先生を代えて外来患者の治療の様子

を見学させてもらった。この PT の先生は、患

者に対する接し方がとても印象的で、患者との

目線の高さや声色、視線、表情が患者に寄り添

うものでありお手本となるような接し方であ

った。 

体重管理の必要な患者さんをみて感じたこ

とは、子どもは子どもだけの問題ではなく、家

族のサポートも必要であることです。両親もリ

ハビリの様子を見学していましたが、両親とも

に肥満体系で、子どものリハビリにとって減量

が必要なことは明らかでしたが、両親が対応で

きていないようでした。小児にはそういった難

しさがあるものの、子供の成長と共に子どもか

ら学べることも多いと感じました。 

 

【③作業療法】 

実際こどものリハビリを観察させてもらっ

た。また、各部屋の機能についても説明を受け

た。見学時だけでも休むことなく入れ替わりで

患者さんが来ていて忙しそうだったのが印象

的だった。また、OT 室では日本の OT 室のよう

にたくさんのおもちゃが用意されていて、日本

の発達分野の作業療法に近い光景を見ること

ができた。 

 

【④検査技術科】 

細菌検査室、輸血検査室、代謝異常スクリー

ニング検査室を見学させてもらった。細菌検査

室では、培地や検体、検査の流れなどを説明し

てもらった。この病院では働き始めてから、症

状と検体の組み合わせ、検体と培地、想定され

る菌の組み合わせ、培養方法などを詳しく勉強

するそうだ。日本にある新人教育と同じである

と思った。 

次に、輸血検査室を見学した。ここでは、他

の病院とは違うと思われることが二つあった。

一つ目は、血液製剤を扱う機械の温度は、製剤

や目的ごとに異なっているが、それらすべての

機械の温度を1つのモニターで管理していると

いうことだ。異常があると音が鳴って知らせて

くれるそうだ。二つ目は、子供用の輸血パック

が小さくなっていることだ。子供が多い病院な

ので無駄がなくて良いことだと思った。この病

院の輸血に関するデータは大きい記録庫に保

管されており、記録はパスポート番号で並べら

れていた。 

最後に、代謝異常スクリーニング検査室を見

学した。患者数が多いので、96 ウェルのプレー

トを用いて検査をするそうだ。また、アミノ酸

分析装置を用いて２時間で検査ができるとい

うことを教えてもらった。分析したデータから

どんな異常があるのかを解析するそうだ。日本

でもあまり勉強していない分野であったが、参

考になった。 

 

6． 観光について 

シンガポールは今年建国 50 周年であること

から、様々な催しがなされていた。到着してす

ぐに週末であったため、私たちはマリーナベイ

サンズ、ガーデンバイザベイ、マーライオン、

オーチャード、そして日曜にはセントーサ島と

出来る限りの観光をした。 

 シンガポールは、小さな面積の土地に建物が

密集しており、とても都会であり、特に、夜の

シンガポールの夜景は格別であった。研修は、

日中の間だけなので夜はフリーだった。そのた

め、自分のその日の身体のコンディションと相

談しながら出来るだけ多くの場所に行くこと

ができたと思う。 

病院研修前に観光を行ったことで、英語やシン

ガポールの交通などにも多少慣れることが出

来たのも、とても良かったのではないかと感じ

た。 

 

7． 英語について 

英語に関しては、最初、思っていることがあ
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ってもそれを英語に訳すことができずに、英語

を話すことが少し億劫になっていた。しかし、

自ら行動を起こさなくてはならない環境の中

で、友人と観光をしたりして日にちを重ねてい

くと、拙い英語でもなんとか伝わることを実感

し、段々積極的に話しかけることができるよう

になっていた。これにより、チャレンジするこ

との重要さを感じることができた。そしてもっ

と英語が話せていたら、躊躇って聞けなかった

ことも聞けたと思うので、これからも英語につ

いて学んでいきたいと思った。 

 

8．最後に 

今回、このようにたくさんの経験をさせて頂

く機会は、先生方、また事務の方々の尽力があ

ってこそであった。このような貴重な経験、学

びを今後の学習、進路に役立て、さらに私たち

自身が今後日本の医療の発展に役立つことが

出来るよう邁進していきたいと思う。貴重な機

会を与えて下さった先生方、学務の方々、そし

てシンガポールでご指導くださった方々にも、

この場を借りて感謝する。 

 

 

シンガポール研修 参加学生一同 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以上、シンガポール夏期短期プログラム



 

 

 

【編集後記に代えて 国際交流委員会委員長】 

 

今年で 14 回目のカーティン大学短期留学、2回の、シンガポール短期研修プログラムが終了し

ました。 

カーティン大学では 2週間、シンガポールは約 1週間、学生たちは多くの体験をし、一回り大

きくなって帰ってきました。「百聞は一見に如かず」といいますが、海外での異文化体験は大き

な学びとなり、彼らの今後の成長の糧となっていると思います。 

カーティン大学、信州大学国際交流室、医学部長、保健学科長、保健学科同窓会、帯同教員と

国際交流委員、そして保護者の皆様のご協力に対し、あらためて心より深く御礼申し上げます。 

（国際交流委員会 委員長 奥野ひろみ） 
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